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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）平均構造式（１）で表されるポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサン
【化１】

（式中、Ｒ１は一価炭化水素基または一価置換炭化水素基（ただし、Ｒ２に該当するもの
を除く）であり、Ｒ２は一般式（２）：－Ｒ３－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ

Ｒ４で示されるポリオキシアルキレン基（式中、Ｒ３は炭素原子数２～３０のアルキレン
基であり、Ｒ４は水素原子，炭素原子数１～３０のアルキル基または－（ＯＣ）－Ｒ５で
表される有機基（Ｒ５は炭素原子数１～３０のアルキル基）から選択される基であり、Ａ
は水酸基、Ｒ１およびＲ２から選択される同一または異種の基であり、
ａ、ｂはそれぞれ１≦ａ≦５０、０≦ｂ≦５０であり、かつ３０≦ａ＋ｂ≦５０であり、
ｍ，ｎはそれぞれ１００≦ｍ≦５００、０≦ｎ≦４０であり、かつ５≦(ｍ/ｎ)≦５０で
ある。）、
（ｂ）１種類以上の界面活性剤（ただし、成分（ａ）に該当するものを除く）、
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（ｃ）１種類以上の油剤および
（ｄ）１種類以上の生理学的に許容できる親水性媒体であるカルビノール基含有脂肪族炭
化水素系化合物の混合物であり、
成分（ｄ）１００質量部当り、成分（ａ）０．９～９０質量部、成分（ｂ）０．６～１２
０質量部、成分（ｃ）１．１～１５０質量部であり、成分（ｄ）の含有量が、水中油型エ
マルジョン化粧料製造用組成物全量の４０．０～９８．４質量％であることを特徴とする
水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項２】
成分（ｃ）１００質量部当り、成分（ａ）４．０～３００質量部、成分（ｂ）５～４８０
質量部であることを特徴とする請求項１記載の化粧料製造用組成物。
【請求項３】
成分（ａ）のジプロピレングリコールによる５０質量％希釈溶液の２５℃における粘度が
１，０００ｍＰａ・ｓ～６０，０００ｍＰａ・ｓの範囲であることを特徴とする請求項１
または請求項２に記載の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項４】
成分（ｂ）が（ｂ１）１種類以上のイオン性界面活性剤と（ｂ２）１種類以上のノニオン
性界面活性剤とからなることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の水中油型エマ
ルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項５】
成分（ｂ１）がアニオン性界面活性剤またはリン脂質であることを特徴とする請求項４に
記載の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項６】
アニオン性界面活性剤が、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルリン酸、そのアルカリ
金属塩、Ｎ-油脂脂肪酸アシルアミノ酸、ポリオキシアルキレンスルホコハク酸アルカリ
金属塩およびポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンのスルホコハク酸エステ
ルアルカリ金属塩からなる群から選択されることを特徴とする請求項５に記載の水中油型
エマルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項７】
成分（ｂ２）がポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサン（ただし、成分（ａ
）よりジオルガノポリシロキサン部分の重合度が小さく、ＨＬＢが３～１０である）、ポ
リオキシアルキレンアルキルエーテル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレ
ンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油およびポリオキシアルキ
レン脂肪酸エステルからなる群から選択される１種類以上のノニオン性界面活性剤である
ことを特徴とする請求項４に記載の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項８】
成分（ｂ２）であるポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサンが、平均構造式
（３）
【化２】

（式中、Ｒ１は一価炭化水素基または一価置換炭化水素基（ただし、Ｒ６に該当するもの
を除く）であり、Ｒ６は一般式（４）：－Ｒ７－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅ

Ｒ８で示されるポリオキシアルキレン基（式中、Ｒ７は炭素原子数２～８のアルキレン基
であり、Ｒ８は水素原子，炭素原子数１～１２のアルキル基または－（ＯＣ）－Ｒ９で表
される有機基（Ｒ９は炭素原子数１～１２のアルキル基）から選択される基であり、ｄ，
ｅはそれぞれ１≦ｄ≦２０、０≦ｅ≦２０であり、かつ５≦ｄ＋ｅ≦４０の整数であり、
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Ｂは水酸基、Ｒ１およびＲ６から選択される同一または異種の基であり、ｐ，ｑはそれぞ
れ０≦ｐ≦９０、０≦ｑ≦１０である。ｑ＝０の場合、Ｂの少なくとも一方はＲ６である
。）で表されることを特徴とする請求項７に記載の水中油型エマルジョン化粧料製造用組
成物。
【請求項９】
成分（ｃ）が、２５℃における粘度が０．６５ｍＰａ・ｓ～１００，０００ｍＰａ・ｓの
疎水性シリコーンオイル、炭化水素油または高級脂肪酸アルキルエステルであることを特
徴とする請求項１または請求項２に記載の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項１０】
成分（ｄ）が、分子中に少なくとも1個の水酸基を有し、室温で液状である親水性アルコ
ール類であることを特徴とする請求項１に記載の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成
物。
【請求項１１】
親水性アルコール類が、炭素原子数２～１０の１価アルコールであることを特徴とする請
求項１０に記載の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項１２】
親水性アルコール類が、エタノール単独,または,エタノールとエタノール以外の生理学的
に許容できる親水性媒体であるカルビノール基含有脂肪族炭化水素系化合物のとの５／５
～９．９／０．１の質量比での混合物であることを特徴とする請求項１０に記載の水中油
型エマルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項１３】
エマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が０．２０μｍ（
２００ｎｍ）未満であることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の水中油型エマ
ルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項１４】
成分（ｄ）の含有量が化粧料製造用組成物全量の５５．０～９８．４質量％であり、
成分（ｄ）１００質量部当り、成分（ａ）０．９～３０質量部、成分（ｂ）０．６～４０
質量部、成分（ｃ）１．１～５０質量部であり、
成分（ｄ）がエタノール単独、または、エタノールとエタノール以外の生理学的に許容で
きる親水性媒体であるカルビノール基含有脂肪族炭化水素系化合物の混合物（ただし、両
者の質量比が６／４以上である）であり、
成分（ｂ）が（ｂ１）１種類以上のイオン性界面活性剤および（ｂ２）１種類以上のノニ
オン性界面活性剤からなり、
成分（ｃ）が２５℃における粘度が０．６５ｍＰａ・ｓ～１００，０００ｍＰａ・ｓの疎
水性シリコーンオイルであり、
エマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が０．１０μｍ（
１００ｎｍ）未満であることを特徴とする請求項１に記載の水中油型エマルジョン化粧料
製造用組成物。
【請求項１５】
皮膚化粧料製造用であることを特徴とする請求項１～請求項１４のいずれか１項に記載の
水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物。
【請求項１６】
請求項１～請求項１４のいずれか１項に記載の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物
を、水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物と水の質量比が０．０５／０．９５～０．
５０／０．５０で水と混合することを特徴とする水中油型エマルジョン化粧料の製造方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、特定の構造を有するポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサン、界
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面活性剤および油剤からなる化粧料製造用組成物、さらには生理学的に許容できる親水性
媒体からなる化粧料製造用組成物、さらには水からなる化粧料製造用組成物；該化粧料製
造用組成物を含有する経日安定性、感触、保湿性、製品の外観等の特性に優れた化粧料、
特には水中油型エマルジョン化粧料；および、該化粧料製造用組成物を水と混合すること
により経日安定性、感触、保湿性、製品の外観等の特性に優れた含水化粧料を簡便に製造
する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
シリコーンオイル、特に低粘度のシリコーンオイルは、優れた進展性、さっぱり感、潤滑
性、撥水性、安全性等を有するので多くの化粧品に配合されている。しかしながら、シリ
コーンオイルはその性質が他の油剤と非常に異なり、シリコーンオイルが水中やエタノー
ル水溶液中に良好に可溶化あるいは分散した化粧料を調製するためには、組成の最適化や
、特殊で大規模な乳化機を用いて乳化条件を最適化しなければならなかった。さらに、最
適化した乳化条件を与える組成は、必ずしも、好適な化粧料の特性を発揮できる組成であ
るとは限らず、特に、シリコーンオイルを配合した化粧料であって、経日安定性、感触、
保湿性、製品の外観等の特性に優れた組成・乳化条件を最適化するには、多大な労力とコ
ストを要していた。
【０００３】
例えば、特許文献１では、シリコーンオイル、高分子ポリオキシアルキレン変性ジオルガ
ノポリシロキサン、エタノールおよび水からなる可溶化組成物が提案されている。しかし
ながら、かかる可溶化組成物は、該高分子ポリエーテル変性シリコーンを用いて大量の水
にシリコーンオイルや炭化水素油などの油剤を乳化するものであるが、経日安定性に優れ
、外観が均一で透明性に優れるエマルジョン、特に粒子径が１μｍ（１,０００ｎｍ）以
下の小粒径のエマルジョンを調製するためには、製造時の乳化条件を最適化せねばならず
、容易に調製することは困難であった。
【０００４】
同様に、特許文献２では、シリコーンオイル、シリコーンオイルを溶解する油剤、ポリエ
ーテル変性シリコーン、界面活性剤および水からなる水中油型化粧料が提案されている。
しかしながら、この水中油型化粧料にはシリコーンオイルを溶解するための油剤を多量に
用いる必要があり、製造時に最適な乳化条件を決定することが困難であるという問題があ
った。
【０００５】
特許文献３では、ポリエーテル変性シリコーン、シリコーンオイルおよびイオン性の両親
媒性脂質からなる粒径１００ｎｍ未満の透明エマルジョンが提案されている。しかしなが
ら、この透明エマルジョンを得るためには高圧ホモジナイザーに代表される高圧乳化装置
のような特殊な乳化装置が必須であり、簡便に調製できるものではなかった。
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－３１３８０８号公報
【特許文献２】特開平７－２９１８２５号公報
【特許文献３】特開平９－１７５９３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
本発明は、特殊な乳化装置を用いることなく簡便な撹拌装置、混合装置により水に乳化可
能であり、安定な水中油型エマルジョンを形成でき、乳化条件の最適化検討がほぼ不要で
ある化粧料製造用組成物を提供すること、特殊な乳化装置を用いることなく簡便な撹拌装
置、混合装置により水に乳化可能であり、安定かつ小粒径の水中油型エマルジョンを形成
でき、乳化条件の最適化検討がほぼ不要である化粧料製造用組成物を提供すること、およ
び、特殊な乳化装置を用いることなく簡便な撹拌装置、混合装置により水に乳化可能であ
り、経日安定性が優れ微小粒径の水中油型エマルジョンを形成でき、乳化条件の最適化検
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討がほぼ不要である化粧料製造用組成物を提供することを目的とする。
また、経日安定性、感触、保湿性、製品の外観等に優れた含水化粧料、特には微小粒径の
水中油型エマルジョン化粧料を提供することを目的とする。さらに、経日安定性、感触、
保湿性、製品の外観等に優れた含水化粧料の簡便な製造方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明者らは鋭意検討した結果、（ａ）平均構造式（１）で表されるポリオキシアルキレ
ン変性ジオルガノポリシロキサン
【化１】

（式中、Ｒ１は一価炭化水素基または一価置換炭化水素基（ただし、Ｒ２に該当するもの
を除く）であり、Ｒ２は一般式（２）：－Ｒ３－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ

Ｒ４で示されるポリオキシアルキレン基（式中、Ｒ３は炭素原子数２～３０のアルキレン
基であり、Ｒ４は水素原子，炭素原子数１～３０のアルキル基またはＲ５－（ＣＯ）－で
表される有機基（Ｒ５は炭素原子数１～３０のアルキル基）から選択される基であり、Ａ
は水酸基、Ｒ１およびＲ２から選択される同一または異種の基であり、
ａ、ｂはそれぞれ１≦ａ≦５０、０≦ｂ≦５０であり、かつ１０≦ａ＋ｂ≦１００である
整数であり、
ｍ，ｎはそれぞれ１００≦ｍ≦５００、０≦ｎ≦４０である。ｎ＝０の場合、Ａの少なく
とも一方はＲ２である。）
（ｂ）1種類以上の界面活性剤および
（ｃ）一種類以上の油剤の混合物である化粧料製造用組成物；
上記成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）と（ｄ）1種類以上の生理学的に許容できる親
水性媒体の混合物である化粧料製造用組成物；および、上記成分（ａ）、成分（ｂ）、成
分（ｃ）と（ｄ）1種類以上の生理学的に許容できる親水性媒体と（ｅ）水の混合物であ
る化粧料製造用組成物により前記課題を解決できることを見出し、本発明に到達した。
【０００９】
また、本発明者らは、
前記の成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）の好ましい配合比、成分（ａ）、成分（ｂ）
、成分（ｃ）、成分（ｄ）の好ましい配合比と成分（ｄ）の含有量、成分（ａ）、成分（
ｂ）、成分（ｃ）、成分（ｄ）の好ましい配合比と成分（ｄ）の好ましい含有量と成分（
ｅ）の好ましい含有量を有する化粧料製造用組成物により前記課題を解決できることを見
出し、本発明に到達した。
【００１０】
さらには、本発明者らは、該化粧料製造用組成物を含有する経日安定性、感触、保湿性、
製品の外観等に優れた化粧料により前記課題を解決できることを見出し、本発明に到達し
た。
【００１１】
また、本発明者らは前記の化粧料製造用組成物を、水と混合することにより、経日安定性
、感触、保湿性、製品の外観等に優れた含水化粧料を、簡便に製造できることを見出し、
本発明に到達した。
【００１２】
すなわち、本発明は、
「[1]（ａ）平均構造式（１）で表されるポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロ
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キサン
【化２】

（式中、Ｒ１は一価炭化水素基または一価置換炭化水素基（ただし、Ｒ２に該当するもの
を除く）であり、Ｒ２は一般式（２）：－Ｒ３－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ

Ｒ４で示されるポリオキシアルキレン基（式中、Ｒ３は炭素原子数２～３０のアルキレン
基であり、Ｒ４は水素原子，炭素原子数１～３０のアルキル基または－（ＯＣ）－Ｒ５で
表される有機基（Ｒ５は炭素原子数１～３０のアルキル基）から選択される基であり、Ａ
は水酸基、Ｒ１およびＲ２から選択される同一または異種の基であり、
ａ、ｂはそれぞれ１≦ａ≦５０、０≦ｂ≦５０であり、かつ１０≦ａ＋ｂ≦１００であり
、ｍ，ｎはそれぞれ１００≦ｍ≦５００、０≦ｎ≦４０である。ｎ＝０の場合、Ａの少な
くとも一方はＲ２である。）、
（ｂ）1種類以上の界面活性剤（ただし、成分（ａ）に該当するものを除く）および
（ｃ）１種類以上の油剤の混合物であることを特徴とする化粧料製造用組成物。
[2]  成分（ｃ）１００質量部当り、成分（ａ）０．８５～６８０質量部、成分（ｂ）１
．４～１１２０質量部であることを特徴とする [1]に記載の化粧料製造用組成物。
[3]  成分（ｃ）１００質量部当り、成分（ａ）1．０～３４０質量部であり、成分（ｂ）
１．５～５６０質量部であることを特徴とする[2]に記載の化粧料製造用組成物。
【００１３】
[4]  [1]記載の成分（ａ）、[1]記載の成分（ｂ）、[1]記載の成分（ｃ）および（ｄ）1
種類以上の生理学的に許容できる親水性媒体の混合物であることを特徴とする化粧料製造
用組成物。
[5]  成分（ｄ）の含有量が、化粧料製造用組成物全量の２０．０～９８．４質量％であ
ることを特徴とする[4]に記載の化粧料製造用組成物。
[6]  成分（ｄ）の含有量が、化粧料製造用組成物全量の４０．０～９８．４質量％であ
ることを特徴とする[5]に記載の化粧料製造用組成物。
[7]  成分（ｄ）１００質量部当り、成分（ａ）０．９～９０質量部、成分（ｂ）０．６
～１２０質量部、成分（ｃ）１．１～１５０質量部であることを特徴とする [5]または[6
]に記載の化粧料製造用組成物。
[8]  成分（ｃ）１００質量部当り、成分（ａ）４．０～３００質量部、成分（ｂ）５～
４８０質量部であることを特徴とする[7]に記載の化粧料製造用組成物。
【００１４】
[9]  [1]記載の成分（ａ）、[1]記載の成分（ｂ）、[1]記載の成分（ｃ）、[4]記載の成
分（ｄ）および（ｅ）水の混合物であることを特徴とする化粧料製造用組成物。
[10]  成分（ｄ）１００質量部当り、成分（ａ）０．９～９０質量部、成分（ｂ）０．６
～１２０質量部、成分（ｃ）１．１～１５０質量部であり、成分（ｄ）の含有量は化粧料
製造用組成物全量の２０．０～９８．４質量％であり、成分（ｅ）の含有量は成分（ｄ）
の含有量以下であり、かつ化粧料製造用組成物全量の４０．０質量％以下であることを特
徴とする [9]に記載の化粧料製造用組成物。
【００１５】
[11]  成分（ａ）が平均構造式（１）において５≦ｍ／ｎ≦５０であることを特徴とする
[1]～[10]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物。
[12]  成分（ａ）のジプロピレングリコールによる５０質量％希釈溶液の２５℃における
粘度が１，０００ｍＰａ・ｓ～６０，０００ｍＰａ・ｓの範囲であることを特徴とする[1
]～[10]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物。
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[12-1]  成分（ａ）のジプロピレングリコールによる５０質量％希釈溶液の２５℃におけ
る粘度が１，０００ｍＰａ・ｓ～６０，０００ｍＰａ・ｓの範囲であることを特徴とする
 [11]に記載の化粧料製造用組成物。
【００１６】
[13]  成分（ｂ）が（ｂ１）1種類以上のイオン性界面活性剤と（ｂ２）1種類以上のノニ
オン性界面活性剤とからなることを特徴とする[1]～[10]のいずれかに記載の化粧料製造
用組成物。
[13-1]  成分（ｂ）が（ｂ１）1種類以上のイオン性界面活性剤と（ｂ２）1種類以上のノ
ニオン性界面活性剤とからなることを特徴とする[11]、[12]、[12-1]のいずれかに記載の
化粧料製造用組成物。
[14]  成分（ｂ１）がアニオン性界面活性剤またはリン脂質である[13]または[13-1]に記
載の化粧料製造用組成物。
[15]  アニオン性界面活性剤が、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルリン酸、そのア
ルカリ金属塩、Ｎ-油脂脂肪酸アシルアミノ酸、ポリオキシアルキレンスルホコハク酸ア
ルカリ金属塩およびポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンのスルホコハク酸
エステルアルカリ金属塩からなる群から選択される[14]に記載の化粧料製造用組成物。
[16]  成分（ｂ２）がポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサン（ただし、成
分（ａ）よりジオルガノポリシロキサン部分の重合度が小さく、ＨＬＢが３～１０である
）、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシア
ルキレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油およびポリオキシ
アルキレン脂肪酸エステルからなる群から選択される１種類以上のノニオン性界面活性剤
である[13] または[13-1]に記載の化粧料製造用組成物。
[17]  成分（ｂ２）であるポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサンが、平均
構造式（３）
【化３】

（式中、Ｒ１は一価炭化水素基または一価置換炭化水素基（ただし、Ｒ６に該当するもの
を除く）であり、Ｒ６は一般式（４）：－Ｒ７－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅ

Ｒ８で示されるポリオキシアルキレン基（式中、Ｒ７は炭素原子数２～８のアルキレン基
であり、Ｒ８は水素原子，炭素原子数１～１２のアルキル基または－（ＯＣ）－Ｒ９で表
される有機基（Ｒ９は炭素原子数１～１２のアルキル基）から選択される基であり、ｄ，
ｅはそれぞれ１≦ｄ≦２０、０≦ｅ≦２０であり、かつ５≦ｄ＋ｅ≦４０の整数であり、
Ｂは水酸基、Ｒ１およびＲ６から選択される同一または異種の基であり、ｐ，ｑはそれぞ
れ０≦ｐ≦９０、０≦ｑ≦１０である。ｑ＝０の場合、Ｂの少なくとも一方はＲ６である
。）で表されることを特徴とする[16]に記載の化粧料製造用組成物。
【００１７】
[18]  成分（ｃ）が、２５℃における粘度が０．６５ｍＰａ・ｓ～１００，０００ｍＰａ
・ｓの疎水性シリコーンオイル、炭化水素油または高級脂肪酸アルキルエステルである[1
]～[10]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物。
[18-1]  成分（ｃ）が、２５℃における粘度が０．６５ｍＰａ・ｓ～１００，０００ｍＰ
ａ・ｓの疎水性シリコーンオイル、炭化水素油または高級脂肪酸アルキルエステルである
[11]、[12] 、[12-1]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物。
[19]  成分（ｄ）が、分子中に少なくとも1個の水酸基を有し、室温で液状である親水性
アルコール類である[4]～[10]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物。
[19-1]  成分（ｄ）が、分子中に少なくとも1個の水酸基を有し、室温で液状である親水
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性アルコール類である[11]、[12] 、[12-1]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物。
[20]  親水性アルコール類が、炭素原子数２～１０の１価以上のアルコールである[19]ま
たは[19-1]に記載の化粧料製造用組成物。
[21]  炭素原子数２～１０の１価以上のアルコールが、エタノール、イソプロピルアルコ
ールおよびジプロピレングリコールからなる群から選択される1種類以上のアルコールで
ある[20]に記載の化粧料製造用組成物。
【００１８】
[22]  水中油型エマルジョン化粧料製造用である[1]～[21]のいずれかに記載の化粧料製
造用組成物。
[23]  エマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が１０．０
μｍ（１００００ｎｍ）未満の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物であることを特
徴とする[1]～[3]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物。
[24]  エマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が０．２０
μｍ（２００ｎｍ）未満の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物である[4]～[10]の
いずれかに記載の化粧料製造用組成物。
[24-1]  エマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が０．２
０μｍ（２００ｎｍ）未満の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物である[11]、[12]
 、[12-1]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物。
【００１９】
[25]  成分（ｄ）の含有量が化粧料製造用組成物全量の５５．０～９８．４質量％であり
、
成分（ｄ）１００質量部当り、成分（ａ）０．９～３０質量部、成分（ｂ）０．６～４０
質量部、成分（ｃ）１．１～５０質量部であり、
成分（ｄ）がエタノール単独、または、エタノールと前記のエタノール以外の生理学的に
許容できる親水性媒体の混合物（ただし、両者の質量比が６／４以上である）であり、
成分（ｂ）が（ｂ１）1種類以上のイオン性界面活性剤および（ｂ２）1種類以上のノニオ
ン性界面活性剤からなり、
成分（ｃ）が２５℃における粘度が０．６５ｍＰａ・ｓ～１００，０００ｍＰａ・ｓの疎
水性シリコーンオイルであり、
エマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が０．１０μｍ（
１００ｎｍ）未満の水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物である[4]に記載の化粧料
製造用組成物。
【００２０】
[26]  皮膚化粧料製造用である[1]～[25]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物。
【００２１】
[27]  [1]～[25]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物を含有する化粧料。
[28]  化粧料が水中油型エマルジョン化粧料である[27]に記載の化粧料。
[29]  皮膚化粧料である[27]または[28]に記載の化粧料。
【００２２】
[30]  [1]～[25]のいずれかに記載の化粧料製造用組成物を水と混合することを特徴とす
る含水化粧料の製造方法。」に関する。
【発明の効果】
【００２３】
本発明に係る成分（ａ）、成分（ｂ）および成分（ｃ）の混合物である化粧料製造用組成
物は、特殊な乳化装置を用いることなく簡便な撹拌装置、混合装置により水に乳化可能で
あり、安定な水中油型エマルジョンを形成でき、乳化条件の最適化検討がほぼ不要である
。
本発明に係る成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）および成分（d）の混合物である化粧
料製造用組成物は、通常透明であり、特殊な乳化装置を用いることなく簡便な撹拌装置、
混合装置により水に乳化可能であり、安定かつ微小粒径の水中油型エマルジョンを形成で
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本発明に係る成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）、成分（d）および成分（e）の混合物
である化粧料製造用組成物は、特殊な乳化装置を用いることなく簡便な撹拌装置、混合装
置により水に乳化可能であり、安定かつ微小粒径の水中油型エマルジョンを形成でき、乳
化条件の最適化検討がほぼ不要である。しかも該化粧料製造用組成物を工業上利用する際
の組成物の引火性が低減され、より安全に取り扱うことができるというメリットがある。
本発明に係る化粧料は、経日安定性、感触、保湿性、製品の外観等に優れた含水化粧料、
特には微小粒径の水中油型エマルジョン化粧料である。
本発明に係る含水化粧料の製造方法によれば、経日安定性、感触、保湿性、製品の外観等
に優れた該含水化粧料を簡便に製造することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
本発明に係る化粧料製造用組成物は、
（ａ）平均構造式（１）で表されるポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサン

【化４】

（式中、Ｒ１は一価炭化水素基または一価置換炭化水素基（ただし、Ｒ２に該当するもの
を除く）であり、Ｒ２は一般式：－Ｒ３－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂＲ４　
（２）で示されるポリオキシアルキレン基（式中、Ｒ３は炭素原子数２～３０のアルキレ
ン基であり、Ｒ４は水素原子，炭素原子数１～３０のアルキル基または－（ＯＣ）－Ｒ５

で表される有機基（Ｒ５は炭素原子数１～３０のアルキル基）から選択される基であり、
Ａは水酸基、Ｒ１およびＲ２から選択される同一または異種の基であり、
ａ、ｂはそれぞれ１≦ａ≦５０、０≦ｂ≦５０であり、かつ１０≦ａ＋ｂ≦１００であり
、ｍ，ｎはそれぞれ１００≦ｍ≦５００、０≦ｎ≦４０である。ｎ＝０の場合、Ａの少な
くとも一方はＲ２である。）、
（ｂ）1種類以上の界面活性剤および
（ｃ）１種類以上の油剤の混合物であることを特徴とする。
【００２５】
成分（ａ）のポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサンは、疎水性、親油性の
ジオルガノシロキサン単位である（Ｒ1）2ＳｉＯ単位を１００～５００有し、かつ、親水
性基であるＲ２を有するので、いわば界面活性剤である。そのＨＬＢは特に限定されない
が、通常５～１３位である。
上記各化粧料製造用組成物において、成分（ａ）のポリオキシアルキレン変性ジオルガノ
ポリシロキサンは、成分（ｂ）である1種類以上の界面活性剤、成分（ｃ）である1種類以
上の油剤と相溶性が良好である。また、これら組成物を水と混合して成分（ｃ）を水中に
乳化することにより水中油型エマルジョン化粧料を調製する際に、成分（ｂ）とともに成
分（ｃ）の水中への乳化を促進して、特殊な乳化機を用いなくても乳化しやすくし、乳化
物に経日安定性を付与する作用がある。
【００２６】
成分（ａ）であるポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサンは、下記平均構造
式（１）で示され、
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【化５】

式中、Ｒ１は非置換または置換一価炭化水素基（ただし、Ｒ２に該当するものを除く）で
ある。非置換の一価炭化水素基としては、メチル基、エチル基、プロピル基等のアルキル
基；フェニル基、トリル基、キシリル基等のアリール基；アラルキル基が例示される。置
換一価炭化水素基としては、３，３，３－トリフロロプロピル基、３，３，４，４，４－
ペンタフロロブチル基などのパーフルオロアルキル基；メトキシカルボニルプロピル基、
エトキシカルボニルプロピル基等のアルコキシカルボニルアルキル基；アセトキシプロピ
ル基、プロピオノキシプロピル基等のアルキルカルボニルオキシアルキル基；エトキシエ
チル基等のアルコキシアルキル基；３－アミノプロピル基、３－（アミノエチル）アミノ
プロピル基等のアミノアルキル基；アルキルアミノカルボニルアルキル基、アルキルカル
ボニルアミノアルキル基が例示される。なお、Ｒ２に該当するものは、上記置換一価炭化
水素基から除かれる。ケイ素原子結合Ｒ１の一部、特に分子鎖末端のＲ１の一部がアルコ
キシ基で置換されていてもよく、アルコキシ基としては、メトキシ基、エトキシ基、プロ
ポキシ基が例示される。
Ｒ１は、これらの中でも非置換の一価炭化水素基が好ましく、そのうちでもアルキル基が
好ましく、特にメチル基が好ましい。
【００２７】
平均構造式（１）で示されるもののうちでも、下記平均構造式（１-１）で示されるもの
が、特性上と合成の容易性の点で好ましい。
【化６】

上記式中、Ｒ１はメチル基がベストであるが、分子中のＲ１の一部が上記のメチル基以外
の非置換一価炭化水素基（例えば、メチル基以外のアルキル基、フェニル基）あるいは置
換一価炭化水素基（例えば、パーフルオロアルキル基、アルコキシカルボニルアルキル基
、アルキルカルボニルオキシアルキル基、アルコキシアルキル基などの疎水性有機基）で
あるものも好ましい。
【００２８】
平均構造式（１）と平均構造式（１-１）において、Ｒ２は一般式（２）：－Ｒ３－Ｏ－
（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂＲ４　で示されるポリオキシアルキレン基（式中、Ｒ
３は炭素原子数２～３０のアルキレン基であり、Ｒ４は水素原子，炭素原子数１～３０の
アルキル基および式－（ＯＣ）－Ｒ５で表される有機基（Ｒ５は炭素原子数１～３０のア
ルキル基）からなる群から選択される基である。特性の点でＲ４は水素原子が好ましい。
Ｒ３である該アルキレン基は炭素原子数２～６が好ましく、３または４が特に好ましい。
Ｒ４またはＲ５である該アルキル基は、炭素原子数１～８が好ましい。
ａ、ｂはそれぞれ１≦ａ≦５０、０≦ｂ≦５０、かつ、1０≦ａ＋ｂ≦１００であり、３
０～５０が好ましい。Ａは水酸基、Ｒ１およびＲ２から選択される同一または異種の基で
ある。
ｍ，ｎはそれぞれ１００≦ｍ≦５００、０≦ｎ≦４０である。ｎ＝０の場合、Ａの少なく
とも一方はＲ２であるが、両方ともＲ２であることが好ましい。ｍは、１００～４００が
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ｍ+ｎの値が前記上限を超えると、粘度が増加しすぎてハンドリング性が低下する。ａ＋
ｂの値が前記下限値を下回ると乳化能が低下し、前記上限値を越えるものは製造が容易で
ない。また、ｍの値が前記下限未満であると、乳化物の経日安定性が低下し、化粧料にし
たときの経日安定性が低下する。
【００２９】
平均構造式（１）と平均構造式（１-１）において、各シロキサン単位の配列は制限され
るものではなく、ランダム、ブロック、ランダムとブロックの混成があり得るが、コポリ
マーの場合は通常ランダムである。-（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ-についても同様
である。
成分（ａ）の平均分子量は１０，０００～８０，０００、さらには２０，０００～６０，
０００であることが好ましい。分子量が小さすぎる場合には、化粧料の経日安定性が低く
なり、大きすぎると使用感が低下する傾向がある。
成分（ａ）の粘度は、特に制限されるものではないが、本発明の化粧料製造用組成物を用
いて経時安定性とさらさら感に優れた化粧料を形成させる見地から、成分（ａ）をジプロ
ピレングリコールの５０重量％溶液とした時の２５℃における粘度が５００～１００，０
００ｍＰａ・ｓの範囲にあることが好ましく、１，０００～６０，０００ｍＰａ・ｓの範
囲にあることがより好ましい。
【００３０】
平均構造式（１）、平均構造式（１-１）で表されるポリオキシアルキレン変性ジオルガ
ノポリシロキサンは、具体的には、以下の平均構造式で表される一群のジオルガノポリシ
ロキサンが例示される。なお、式中、ｍ，ｎ，ａおよびｂは前記の数値範囲を満たすもの
である。
【化７】

【化８】

【化９】
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【化１０】

なお、成分（ａ）は、シロキサン単位、その重合度、ケイ素原子結合置換基、ポリオキシ
アルキレン基、その末端封鎖基等の異なる分子２種以上を併用してもよい。
【００３１】
かかる平均構造式（１）で表される高分子ポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロ
キサンを製造する方法は限定されず、例えば、（Ａ）下記平均構造式（５）を有するケイ
素原子結合水素原子を有する直鎖状オルガノポリシロキサン

【化１１】

（式中、Ｒ１は一価炭化水素基または一価置換炭化水素基（ただし、Ｒ２に該当するもの
を除く）であり、末端のＹはＲ１、水酸基およびアルコキシ基から選択される同一または
異種の基であり、ｍ，ｎはそれぞれ１００≦ｍ≦５００、０≦ｎ≦４０である。ｎ＝０の
場合、分子鎖末端のＹの少なくとも１個は水素原子である。）と
(Ｂ)　一般式（６）：Ｒ６－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂＲ４　　　
で示される末端アルケニル基を有するポリオキシアルキレン化合物（式中、Ｒ４は水素原
子，炭素原子数１～３０のアルキル基または式－（ＯＣ）－Ｒ５で表される有機基（Ｒ５

は炭素原子数１～３０のアルキル基）から選択される基であり、Ｒ６は炭素原子数２～３
０のアルケニル基である。）を、(Ｃ)ヒドロシリル化反応用触媒の存在下、ヒドロシリル
化反応する方法が挙げられる。
上記のケイ素原子結合水素原子を有する直鎖状オルガノポリシロキサンは、通常平衡化重
合方法で製造される。
【００３２】
ジオルガノポリシロキサン (Ａ)中の水素原子以外のケイ素原子に結合している基である
Ｒ１は平均構造式（１）中のＲ１と同様であり、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチ
ル基、ペンチル基、ヘプチル基、オクチル基等のアルキル基；フェニル基、トリル基、キ
シリル基等のアリール基；ベンジル基、フェネチル基等のアラルキル基のような非置換の
一価炭化水素基；３－クロロプロピル基、３,３,３－トリフロロプロピル基等のハロゲン
化アルキル基；アルコキシカルボニルアルキル基；アルキルカルボニルオキシアルキル基
、アルコキシアルキル基等の脂肪族不飽和結合を有さない置換炭化水素基が例示される。
分子鎖末端には、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基等のアルコキシ基あるいは水酸
基が結合していてもよい。非置換の一価炭化水素基が好ましく、アルキル基がより好まし
く、特にはメチル基が好ましい。
【００３３】
（Ｂ）一般式（６）：Ｒ６－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂＲ４　　　
で示される末端アルケニル基を有するポリオキシアルキレン中のＲ４は水素原子，炭素原
子数１～３０のアルキル基または式－（ＯＣ）－Ｒ５で表される有機基（Ｒ５は炭素原子
数１～３０のアルキル基）基であり、Ｒ６は炭素原子数２～３０のアルケニル基であり、
ビニル基、アリル基、ブテニル基、ペンテニル基、ヘキセニル基、ヘプテニル基、オクテ
ニル基、ノネニル基、デセニル基が例示され、好ましくは、ビニル基、アリル基、ブテニ
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ル基、ヘキセニル基である。
【００３４】
 (Ｃ) ヒドロシリル化反応用触媒は、オルガノポリシロキサン(Ａ)中のケイ素原子結合水
素原子とポリオキシアルキレン化合物（Ｂ）のアルケニル基とのヒドロシリル化反応を促
進するための触媒であり、白金系触媒、ロジウム系触媒、パラジウム系触媒が例示され、
好ましくは、白金系触媒である。この白金系触媒としては、塩化白金酸、アルコール変性
塩化白金酸、白金オレフィン錯体、白金ケトン錯体、白金-ジビニルシロキサンテトラメ
チルジシロキサン錯体、四塩化白金、白金微粉末、アルミナまたはシリカの担体に固体状
白金を担持させたもの、白金黒、白金のオレフィン錯体、塩化白金酸-ジビニルシロキサ
ンテトラメチルジシロキサン錯体、白金カルボニル錯体、これらの白金系触媒を含むメチ
ルメタクリレート樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリスチレン樹脂、シリコーン樹脂等の
熱可塑性有機樹脂粉末が例示され、好ましくは、塩化白金酸である。 (Ｃ) ヒドロシリル
化反応用触媒は有効量であれば特に限定されないが、オルガノポリシロキサン(Ａ)および
ポリオキシアルキレン化合物（Ｂ）の合計重量に対して (Ｃ)中の白金金属が重量単位で
０.１～１,０００ｐｐｍの範囲以内となるような量であることが好ましく、０.５～１０
０ｐｐｍの範囲以内となる量であることがより好ましい。
【００３５】
上記のヒドロシリル化反応では、有機溶媒を使用してもよい。有機溶剤を使用する場合に
は、イソプロピルアルコール等のアルコール系溶剤；トルエン、キシレン等の芳香族炭化
水素系溶剤；ジオキサン、ＴＨＦ等のエーテル系溶剤；脂肪族炭化水素系溶剤、カルボン
酸エステル系溶剤、ケトン系溶剤、または塩素化炭化水素系溶剤を用いることが好ましい
。
なお、これらの有機溶剤を使用した場合には、ヒドロシリル化反応後にジプロピレングリ
コールのような難揮発性の希釈剤を添加して減圧下でストリッピングすることにより、該
有機溶剤を留去しておくことが好ましい。化粧料、特に皮膚化粧料がアルコール系溶剤以
外の有機溶剤を含有する事態を防止するためである。
上記のヒドロシリル化反応方法では、反応温度は限定されないが、通常、５０～１５０℃
の範囲以内であることが好ましい。
ヒドロシリル化反応後に、酸性物質によるアリルエーテル基の除去あるいは水素添加反応
によるアルキル化によって無臭化を行ってもよい。
得られたポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサンに酸化防止剤としてトコフ
ェロールやＢＨＴを添加してもよい。
【００３６】
化粧料製造用組成物において、成分（ｂ）である1種類以上の界面活性剤は、成分（ａ）
であるポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサンと相溶性が良好であり、化粧
料製造用組成物を水と混合して成分（ｃ）を水中に乳化する際に成分（ａ）とともに成分
（ｃ）の水中への乳化を促進する。成分（ｂ）を前記の成分（ａ）と併用することにより
、成分（ｂ）のみを用いた場合に比して、化粧料、特に水中油型エマルジョン化粧料の経
日安定性が向上する。
【００３７】
（ｂ）1種類以上の界面活性剤は、成分（ａ）に該当するものでなく、化粧料、特に水中
油型エマルジョン化粧料に通常用いられるものであれば特に限定されない。これには、イ
オン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、イオン性界面活性剤とノニオン性界面活性剤
の併用がある。化粧料製造用組成物と水を混合することにより製造される水中油型エマル
ジョン化粧料の経日安定性の見地から、（ｂ１）１種類以上のイオン性界面活性剤と（ｂ
２）１種類以上のノニオン性界面活性剤の併用が好ましい。
【００３８】
イオン性界面活性剤には、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤および両性界面
活性剤がある。アニオン性界面活性剤として、飽和もしくは不飽和高級脂肪酸塩（例えば
、ラウリン酸ナトリウム，ステアリン酸ナトリウム，オレイン酸ナトリウム，リノレン酸
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ナトリウム等），長鎖アルキル硫酸塩，アルキルベンゼンスルホン酸（例えば、ヘキシル
ベンゼンスルホン酸，オクチルベンゼンスルホン酸，ドデシルベンゼンスルホン酸等）お
よびその塩，ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸塩，ポリオキシアルキレンアル
ケニルエーテル硫酸塩，ポリオキシエチレンアルキル硫酸エステル塩，スルホコハク酸ア
ルキルエステル塩，ポリオキシアルキレンスルホコハク酸塩，ポリオキシアルキレンスル
ホコハク酸アルキルエステル塩，ポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンのス
ルホコハク酸エステルアルカリ金属塩、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル
硫酸塩，長鎖アルカンスルホン酸塩，長鎖アルキルスルホネート，ポリオキシエチレンア
ルキルフェニルエーテル硫酸塩，ポリオキシアルキレンアルキルエーテル酢酸塩，長鎖ア
ルキルリン酸塩，ポリオキシアルキレンアルキルエーテルリン酸塩，アシルグルタミン酸
塩，α－アシルスルホン酸塩、長鎖アルキルスルホン酸塩、アルキルアリルスルホン酸塩
、長鎖α－オレフィンスルホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩、長鎖アルカンス
ルホン酸塩、長鎖アルキルまたはアルケニル硫酸塩、長鎖アルキルアミド硫酸塩、長鎖ア
ルキルまたはアルケニルリン酸塩、アルキルアミドリン酸塩、アルキロイルアルキルタウ
リン塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、スルホコハク酸塩、アルキルアルキルエーテルカルボン
酸塩、アミドエーテルカルボン酸塩、α－スルホ脂肪酸エステル塩、アラニン誘導体、グ
リシン誘導体、アルギニン誘導体が例示される。上記の塩として、ナトリウム塩、カリウ
ム塩等のアルカリ金属塩、トリエタノールアミン塩等のアルカノールアミン塩、アンモニ
ウム塩が挙げられるが、ナトリウム塩が好ましい。
【００３９】
カチオン性界面活性剤として、塩化アルキルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルト
リメチルアンモニウム、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化セチルトリメチルア
ンモニウム、塩化牛脂アルキルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモ
ニウム、オクチルトリメチルアンモニウムヒドロキシド，ドデシルトリメチルアンモニウ
ムヒドロキシド，臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、臭化ベヘニルトリメチルアン
モニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化ジココイルジメチルアンモニウ
ム、塩化ジオクチルジメチルアンモニウム、塩化ジ（ＰＯＥ）オレイルメチルアンモニウ
ム（２ＥＯ）、塩化ベンザルコニウム、塩化アルキルベンザルコニウム，塩化アルキルジ
メチルベンザルコニウム，塩化ベンゼトニウム，塩化ステアリルジメチルベンジルアンモ
ニウム、ラノリン誘導四級アンモニウム塩、ステアリン酸ジエチルアミノエチルアミド、
ステアリン酸ジメチルアミノプロピルアミド、塩化ベヘニン酸アミドプロピルジメチルヒ
ドロキシプロピルアンモニウム、塩化ステアロイルコラミノホルミルメチルピリジニウム
、塩化セチルピリジニウム、塩化トール油アルキルベンジルヒドロキシエチルイミダゾリ
ニウム、ベンジルアンモニウム塩が例示される。
【００４０】
両性界面活性剤として、リン脂質が例示され、好ましい。リン脂質として、レシチン、ホ
スフアチジルエタノールアミン、ホスフアチジン酸、ホスフアチジルイノシトール、ホス
フアチジルセリン、ホスフアチジルコリン、ホスフアチジルグリセロール、スフインゴミ
エリン、カルジオリピン、これらの水素添加物が例示される。特に大豆レシチン、卵黄レ
シチン、コーンレチシン、綿実油レシチン、ナタネレシチン等を水素添加した水素添加天
然レシチンが好ましい。
【００４１】
ノニオン性界面活性剤（成分（ａ）に該当するものを除く）として、ポリオキシアルキレ
ンエーテル類，ポリオキシアルキレンアルキルエーテル類，ポリオキシアルキレン脂肪酸
エステル類，ポリオキシアルキレン脂肪酸ジエステル類，ポリオキシアルキレン樹脂酸エ
ステル類，ポリオキシアルキレン（硬化）ヒマシ油類，ポリオキシアルキレンアルキルフ
ェノール類，ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル類，ポリオキシアルキレン
フェニルフェニルエーテル類，ポリオキシアルキレンアルキルエステル類，ポリオキシア
ルキレンアルキルエステル類，ソルビタン脂肪酸エステル，ポリオキシアルキレンソルビ
タンアルキルエステル類，ポリオキシアルキレンソルビタン脂肪酸エステル類，ポリオキ
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シアルキレンソルビット脂肪酸エステル類，ポリオキシアルキレングリセリン脂肪酸エス
テル類，ポリグリセリンアルキルエーテル類，ポリグリセリン脂肪酸エステル類，ショ糖
脂肪酸エステル類，脂肪酸アルカノールアミド，アルキルグルコシド類，ポリオキシアル
キレン脂肪酸ビスフェニルエーテル類，ポリプロピレングリコール，ポリエーテル変性シ
リコーン、すなわち、ポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサン（成分（ａ）
に該当するものを除く），ポリグリセリル変性シリコーン，グリセリル変性シリコーン，
糖変性シリコーン，パーフルオロポリエーテル系界面活性剤，ポリオキシエチレン・ポリ
オキシプロピレンブロックコポリマー，アルキルポリオキシエチレン・ポリオキシプロピ
レンブロックコポリマーエーテルが例示される。
【００４２】
成分（ｂ１）は、これらの中でも、化粧料の安定性および使用感の見地から、アニオン性
界面活性剤が好ましく、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルリン酸、そのアルカリ金
属塩（特には、ナトリウム塩、カリウム塩）、またはポリオキシアルキレンスルホコハク
酸塩がより好ましい。特に、ポリオキシアルキレンスルホコハク酸のアルカリ金属塩（特
には、ナトリウム塩、カリウム塩）、ポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサン
のスルホコハク酸エステルアルカリ金属塩を用いると、低臭性および皮膚刺激性が少ない
化粧料製造用組成物、ひいては化粧料を調製できるという利点がある。また、ノニオン系
界面活性剤は、化粧料の安定性および使用感の見地から、ポリオキシアルキレンアルキル
エーテル類，ポリオキシアルキレン脂肪酸エステル類が好ましい。また、化粧料、特に水
中油型エマルジョン化粧料の経日安定性の向上を目的とする場合、ポリエーテル変性シリ
コーン、すなわち、ポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサン（成分（ａ）に
該当するものを除く）、ポリグリセリル変性シリコーン、グリセリル変性シリコーンまた
は糖変性シリコーンが好ましい。これらの変性シリコーンは、成分（ａ）と同じジオルガ
ノポリシロキサン骨格を持つため、成分（ａ）と併用することにより、化粧料、特に水中
油型エマルジョン化粧料の経日安定性を向上させる。
【００４３】
成分（ｂ２）であるノニオン系界面活性剤は、化粧料、特に水中油型エマルジョン化粧料
の経日安定性の見地から、下記の平均構造式（３）で表されるポリオキシアルキレン変性
ジオルガノポリシロキサンが好ましい。
【化１２】

（式中、Ｒ１は一価炭化水素基または一価置換炭化水素基（ただし、Ｒ６に該当するもの
を除く）であり、Ｒ６は一般式：－Ｒ７－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅＲ８　
（４）で示されるポリオキシアルキレン基（式中、Ｒ７は炭素原子数２～８のアルキレン
基であり、Ｒ８は水素原子，炭素原子数１～１２のアルキル基または－（ＯＣ）－Ｒ９で
表される有機基（Ｒ９は炭素原子数１～１２のアルキル基）から選択される基であり、ｄ
，ｅはそれぞれ１≦ｄ≦２０、０≦ｅ≦２０であり、かつ５≦ｄ＋ｅ≦４０の整数であり
、Ｂは水酸基、Ｒ１およびＲ６から選択される同一または異種の基であり、ｐ，ｑはそれ
ぞれ０≦ｐ≦９０、０≦ｑ≦１０である。ｑ＝０の場合、Ｂの少なくとも一方はＲ６であ
る。）
【００４４】
式中、Ｒ１は置換または非置換の一価炭化水素基（ただし、Ｒ６に該当するものを除く）
であり、非置換の一価炭化水素基として、メチル基、エチル基、プロピル基等のアルキル
基；フェニル基、トリル基、キシリル基等のアリール基；アラルキル基が例示される。置
換一価炭化水素基としては、３，３，３－トリフロロプロピル基、３，３，４，４，４－
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ペンタフロロブチル基などのパーフルオロアルキル基；メトキシカルボニルプロピル基、
エトキシカルボニルプロピル基等のアルコキシカルボニルアルキル基；アセトキシプロピ
ル基、プロピオノキシプロピル基等のアルキルカルボニルオキシアルキル基；エトキシエ
チル基等のアルコキシアルキル基；３－アミノプロピル基、３－（アミノエチル）アミノ
プロピル基等のアミノアルキル基；アセチルアミノアルキル基等のアミドアルキル基が例
示される。また、Ｒ１の一部がアルコキシ基で置換されていてもよく、アルコキシ基とし
ては、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基が例示される。
Ｒ１は、これらの中でも非置換の一価炭化水素基が好ましく、アルキル基がより好ましく
、特にメチル基が好ましい。
【００４５】
平均構造式（３）のうち、下記平均構造式（３-１）で表されるポリオキシアルキレン変
性ジオルガノポリシロキサンが好ましい。
【化１３】

Ｒ１は上記どおりである。
Ｒ６は一般式（６）：－Ｒ３－Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅＲ４　で示される
ポリオキシアルキレン基（式中、Ｒ３は炭素原子数２～８のアルキレン基であり、Ｒ４は
水素原子，炭素原子数１～１２のアルキル基または－（ＯＣ）－Ｒ５で表される有機基（
Ｒ５は炭素原子数１～１２のアルキル基）から選択される基であるが、界面活性の点で水
素原子が好ましい。該アルキレン基は炭素原子数２～６が好ましく、３または４が特に好
ましい。Ｒ５であるアルキル基は、炭素原子数１～８が好ましい。
ｄ，ｅはそれぞれ１≦ｄ≦２０、０≦ｅ≦２０であり、かつ５≦ｄ＋ｅ≦４０の整数であ
り、　８～２０が好ましい。Ｂは水酸基、Ｒ１およびＲ６から選択される同一または異種
の基であり、ｐ，ｑはそれぞれ０≦ｐ≦９０、０≦ｑ≦１０である。ｐは５０～８０が好
ましく、ｑは０～５が好ましい。ただし、ｑ＝０の場合、Ｂの少なくとも一方はＲ６であ
るが、両方ともＲ６であることが好ましい。
ｄ，ｅ，ｐ，ｑの各値が前記上限を超えると、成分（ａ）と区別がつかないことがあり、
本発明の化粧料製造用組成物を水と混合して乳化する際の、乳化力が低下し、得られるエ
マルジョン化粧料の経日安定性が低下する。
平均構造式（３）、平均構造式（３-１）において、各シロキサン単位の配列は制限され
るものではなく、ランダム、ブロック、ランダムとブロックの混成があり得るが、コポリ
マーの場合は通常ランダムである。-（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅ-についても同様
である。
【００４６】
平均構造式（３）、平均構造式（３-１）で表されるポリオキシアルキレン変性ジオルガ
ノポリシロキサンは、成分（ａ）に比してジオルガノポリシロキサン部分が低重合度であ
り、ポリオキシアルキレン基の最大重合度が成分（ａ）中のポリオキシアルキレン基の最
大重合度より小さい。平均構造式（３）、平均構造式（３-１）で表されるポリオキシア
ルキレン変性ジオルガノポリシロキサンは、親水性親油性バランスであるＨＬＢが３～１
０の範囲にあることが好ましく、３～８の範囲にあることがより好ましい。かかる低重合
度かつＨＬＢが３～８の範囲にあるポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロキサン
を成分（ａ）と併用することにより、化粧料製造用組成物を水と混合して得られる水中油
型エマルジョン化粧料の経日安定性を向上させることができる。
【００４７】
（ｃ）1種類以上の油剤は、化粧品一般に使用される動物油、植物油、合成油等である。
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疎水性であれば、起源を問わず、固形、半固形、液体のいずれでもよく、不揮発性、半揮
発性、揮発性のいずれでよい。炭化水素類、油脂類、ロウ類、硬化油類、エステル油類、
高級脂肪酸類、シリコーンオイル類、フッ素系油類、ラノリン誘導体類が例示される。肌
や毛髪に潤滑性を付与し、肌を柔軟にし、後肌のしっとり感を付与するために用いられる
。
【００４８】
シリコーンオイル類は、油剤である以上疎水性であり、その分子構造は、環状、直鎖状、
分岐状のいずれであってもよい。２５℃における粘度は、通常、０．６５～１００，００
０ｍｍ２／ｓの範囲であり、０．６５～１０，０００ｍｍ２／ｓの範囲が好ましい。当然
、成分（ａ）および成分（ｂ１）のようなポリオキシアルキレン変性ジオルガノポリシロ
キサンを含むものではない。具体的には、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメ
チルシクロペンタシロキサン等の低重合度環状ジメチルポリシロキサン；ヘキサメチルジ
シロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、両末端トリメ
チルシロキシ基封鎖ジメチルポリシロキサン、両末端トリメチルシロキシ基封鎖メチルフ
ェニルポリシロキサン、両末端トリメチルシロキシ基封鎖メチルアルキルポリシロキサン
等の直鎖状ジオルガノポリシロキサン、メチルトリストリメチルシロキシシラン、エチル
トリストリメチルシロキシシラン、プロピルトリストリメチルシロキシシラン、テトラキ
ストリメチルシロキシシラン、フェニルトリストリメチルシロキシシラン等の分岐状オル
ガノポリシロキサンなどが挙げられ、これらの中でも、揮発性の直鎖状ジメチルポリシロ
キサン，分岐状メチルポリシロキサンおよび環状ジメチルポリシロキサンが好ましい。
【００４９】
具体的には、環状オルガノポリシロキサンとして、ヘキサメチルシクロトリシロキサン（
Ｄ３）、オクタメチルシクロテトラシロキサン（Ｄ４）、デカメチルシクロペンタシロキ
サン（Ｄ５）、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン（Ｄ６）、１，１－ジエチルヘキサ
メチルシクロテトラシロキサン、フェニルヘプタメチルシクロテトラシロキサン、１、１
－ジフェニルヘキサメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラビニルテト
ラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラメチルシクロテトラシロキサ
ン、１，３，５，７－テトラシクロヘキシルテトラメチルシクロテトラシロキサン、トリ
ス（３，３，３－トリフルオロプロピル）トリメチルシクロトリシロキサン、１，３，５
，７－テトラ（３－アミノプロピル）テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５
，７－テトラ（Ｎ－（２－アミノエチル）３－アミノプロピル）テトラメチルシクロテト
ラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（３－メルカプトプロピル）テトラメチルシクロ
テトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（３－グリシドキシプロピル）テトラメチル
シクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（３－メタクリロキシプロピル）テト
ラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（３－アクリロキシプロピル
）テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（３－カルボキシプロ
ピル）テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（３－ビニロキシ
プロピル）テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（ｐ－ビニル
フェニル）テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ[３－（ｐ－
ビニルフェニル）プロピル]テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テ
トラ[３－（ｐ－イソプロペニルベンゾイルアミノ）プロピル]テトラメチルシクロテトラ
シロキサン、１，３，５，７－テトラ（Ｎ－メタクリロイル－Ｎ－メチル－３－アミノプ
ロピル）テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（Ｎ－ラウロイ
ル－Ｎ－メチル－３－アミノプロピル）テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，
５，７－テトラ（Ｎ－アクリロイル－Ｎ－メチル－３－アミノプロピル）テトラメチルシ
クロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（Ｎ，Ｎ－ビス（メタクリロイル）－３
－アミノプロピル）テトラメチルシクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラ（Ｎ
，Ｎ－ビス（ラウロイル）－３－アミノプロピル）テトラメチルシクロテトラシロキサン
が例示される。直鎖状オルガノポリシロキサンとしては、分子鎖両末端トリメチルシロキ
シ基封鎖ジメチルポリシロキサン，分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖メチルフェニ
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ルポリシロキサン，分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖ジメチルシロキサン・メチル
フェニルシロキサン共重合体，分子鎖両末端トリメチルシロキシ基封鎖ジメチルシロキサ
ン・メチル(３,３,３－トリフルオロプロピル)シロキサン共重合体、α，ω－ジヒドロキ
シポリジメチルシロキサン、α，ω－ジメトキシポリジメチルシロキサン、テトラメチル
－１，３－ジヒドロキシジシロキサン、オクタメチル－１，７－ジヒドロキシテトラシロ
キサン、ヘキサメチル－１，５－ジエトキシトリシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン
、オクタメチルトリシロキサンが例示される。
【００５０】
成分（ｃ）のうち、シリコーンオイル類以外の油剤は５～１００℃で液状であることが好
ましい。例えば炭化水素油として、オゾケライト、スクワラン、スクワレン、セレシン、
パラフィン、パラフィンワックス、流動パラフィン、プリスタン、ポリイソブチレン、ポ
リブテン、マイクロクリスタリンワックス、ワセリン等；動植物油として、アボガド油、
アマニ油、アーモンド油、イボタロウ、エノ油、オリーブ油、カカオ脂、カポックロウ、
カヤ油、カルナウバロウ、肝油、キャンデリラロウ、牛脂、牛脚脂、牛骨脂、硬化牛脂、
キョウニン油、鯨ロウ、硬化油、小麦胚芽油、ゴマ油、コメ胚芽油、コメヌカ油、サトウ
キビロウ、サザンカ油、サフラワー油、シアバター、シナギリ油、シナモン油、ジョジョ
バロウ、セラックロウ、タートル油、大豆油、茶実油、ツバキ油、月見草油、トウモロコ
シ油、豚脂、ナタネ油、日本キリ油、ヌカロウ、胚芽油、馬脂、パーシック油、パーム油
、パーム核油、ヒマシ油、硬化ヒマシ油、ヒマシ油脂肪酸メチルエステル、ヒマワリ油、
ブドウ油、ベイベリーロウ、ホホバ油、マカデミアナッツ油、ミツロウ、ミンク油、綿実
油、綿ロウ、モクロウ、モクロウ核油、モンタンロウ、ヤシ油、硬化ヤシ油、トリヤシ油
脂肪酸グリセライド、羊脂、落花生油、ラノリン、液状ラノリン、還元ラノリン、ラノリ
ンアルコール、硬質ラノリン、酢酸ラノリン、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ラウリン酸
ヘキシル、ＰＯＥラノリンアルコールエーテル、ＰＯＥラノリンアルコールアセテート、
ラノリン脂肪酸ポリエチレングリコール、ＰＯＥ水素添加ラノリンアルコールエーテル、
卵黄油等；高級アルコールとして、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、パルミ
チルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、ヘキサデシルアルコール
、オレイルアルコール、イソステアリルアルコール、ヘキシルドデカノール、オクチルド
デカノール、セトステアリルアルコール、２－デシルテトラデシノール、コレステロール
、フィトステロール、ＰＯＥコレステロールエーテル、モノステアリルグリセリンエーテ
ル（バチルアルコール）、モノオレイルグリセリルエーテル（セラキルアルコール）等；
エステル油として、アジピン酸ジイソブチル、アジピン酸２－ヘキシルデシル、アジピン
酸ジ－２－ヘプチルウンデシル、モノイソステアリン酸Ｎ－アルキルグリコール、イソス
テアリン酸イソセチル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、ジ－２－エチル
ヘキサン酸エチレングリコール、２－エチルヘキサン酸セチル、トリ－２－エチルヘキサ
ン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトール、オ
クタン酸セチル、オクチルドデシルガムエステル、オレイン酸オレイル、オレイン酸オク
チルドデシル、オレイン酸デシル、イソノナン酸イソノニル、ジカプリン酸ネオペンチル
グリコール、クエン酸トリエチル、コハク酸２－エチルヘキシル、酢酸アミル、酢酸エチ
ル、酢酸ブチル、ステアリン酸イソセチル、ステアリン酸ブチル、セバシン酸ジイソプロ
ピル、セバシン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、パルミチン酸
イソプロピル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、パルミチン酸２－ヘキシルデシル、パ
ルミチン酸２－ヘプチルウンデシル、１２－ヒドロキシステアリル酸コレステリル、ジペ
ンタエリスリトール脂肪酸エステル、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸－２－エ
チルヘキシル、ミリスチン酸オクチルドデシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、ミリ
スチン酸ミリスチル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、ラウリン酸エチル、ラウリン
酸ヘキシル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸－２－オクチルドデシルエステル、リン
ゴ酸ジイソステアリル等；グリセライド油としては、アセトグリセリル、トリイソオクタ
ン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリイソパルミチン酸グリセリル、
トリ(カプリル・カプリン酸)グリセリル、モノステアリン酸グリセリル、ジ－２－ヘプチ
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ルウンデカン酸グリセリル、トリミリスチン酸グリセリル、ミリスチン酸イソステアリン
酸ジグリセリル等が例示される。
【００５１】
成分（ｃ）は、シリコーンオイル類が好ましく、そのうちでも揮発性の直鎖状ジメチルポ
リシロキサン，分岐状メチルポリシロキサンおよび環状ジメチルポリシロキサンが好まし
く、２５℃における動粘度が０．６５～１０,０００ｍｍ２／ｓの範囲にある分子鎖両末
端トリメチルシロキシ基封鎖ジメチルポリシロキサン，分子鎖両末端トリメチルシロキシ
基封鎖メチルフェニルポリシロキサン，α，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン、
α，ω－ジメトキシポリジメチルシロキサン，デカメチルシクロペンタシロキサン（Ｄ５
）が特に好ましい。本発明に係る化粧料製造用組成物にこれらのシリコーンオイルを含有
せしめると、かかる化粧料製造用組成物から得られる水中油型エマルジョン化粧料の経日
安定性を改善でき、シリコーンオイル特有のさっぱりとした感触を実現することができる
。
【００５２】
シリコーンオイル類以外の成分（ｃ）として、スクワラン、パラフィン等の炭化水素油、
イソノナン酸イソノニル等の脂肪酸エステル油が好ましい。これらは単独でもよいが、前
記シリコーンオイルとの併用が好ましい。これらの炭化水素油や脂肪酸エステル油を前記
シリコーンオイルと併用することにより、シリコーンオイル特有のさっぱりとした感触に
加えて、肌上の水分を保持し、化粧料に肌や毛髪が潤うような保湿感（「しっとりした感
触」ともいう）や滑らかな感触を付与することができ、しかも、化粧料の経日安定性を損
なわないという利点がある。さらに、これらの炭化水素油や脂肪酸エステル油と前記シリ
コーンオイルを含有する化粧料製造用組成物から製造された化粧料は、これらの保湿成分
を肌上または毛髪上により安定かつ均一な状態で塗布することができ、保湿成分の肌上の
保湿効果が向上している。これらの炭化水素油や脂肪酸エステル油のみを含有する化粧料
製造用組成物から製造された化粧料に比してより滑らかでしっとりした感触を付与すると
いう利点がある。
成分（ｃ）である炭化水素類、油脂類、ロウ類、硬化油類、エステル油類、高級脂肪酸類
、シリコーンオイル類、フッ素系油類、ラノリン誘導体類は、いずれもこれら2種類以上
を併用してもよく、前記具体例の2種以上を併用してもよい。
【００５３】
成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）の混合物である化粧料製造用組成物における各成分
の配合比は、水と混合した際に水中油型エマルジョンが容易に生成し、そのエマルジョン
粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が１０．０μｍ（１０,０００
ｎｍ）未満となるような配合比であればよい。そのためには成分（ｃ）１００質量部当り
、成分（ａ）０．８５～６８０質量部であり、成分（ｂ）１．４～１１２０質量部である
ことが好ましい。
成分（ａ）と成分（ｂ）の配合量が上記下限値に近いと、化粧料製造用組成物を水と混合
した際に成分（ｃ）の乳化が不十分となりかねず、上記上限値に近いと油剤の含有量が少
なくなりすぎて、得られる化粧料に所望の感触を付与できなくなる懸念があるので、成分
（ｃ）１００質量部当り、成分（ａ）1．０～３４０質量部であり、成分（ｂ）１．５～
５６０質量部であることがより好ましく、成分（ａ）１．２～６８質量部であり、成分（
ｂ）１．９～１１２質量部であることが特に好ましい。
【００５４】
本発明の前記成分（ａ）～成分（ｃ）の混合物からなる化粧料製造用組成物は、水と混合
すると乳化しやすいので、高圧乳化装置やコロイドミル、コロイドミキサーのような高せ
ん断力による乳化装置は必ずしも必要ではなく、パドル翼付攪拌機，プロペラ攪拌器，ヘ
ンシェル型攪拌機，ＴＫホモミクサー（特殊機化工業（株）），ＴＫホモディスパー（特
殊機化工業（株））等の周知の簡便な攪拌装置、混合装置を用いて、所望の量の水と混合
することにより、平均粒子径が１０μｍ未満である安定な水中油型エマルジョンを得るこ
とができる。
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ここで、高圧乳化装置とは、装置内で一次エマルジョンを加圧することにより、高速の液
流とし、この液流を分岐させて分岐した液流同士を衝突させたり、調節された微小間隙を
通じてインパクトリングや回転体に衝突させたりすることにより発生する衝突力，剪断力
，キャビテーション，乱流，超音波により一次エマルジョン中に含まれるオルガノポリシ
ロキサンの乳化粒子を粉砕し、均一かつ微細な乳化粒子を形成させることを目的とした装
置である。具体的には、超高圧ガウリン型ホモジナイザー（ゴーリン社），高圧ホモゲナ
イザー（株式会社イズミフードマシナリー製），高圧ホモジナイザー（Ｒａｎｎｉｅ製）
，マイクロフルイダイザー（Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｃｓ製），ナノマイザー（ナノマイ
ザー株式会社製）が例示される。
【００５５】
本発明に係る成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）の混合物からなる化粧料製造用組成物
は、さらに（ｄ）1種類以上の生理学的に許容できる親水性媒体を含有することが好まし
い。成分（ｄ）に加えて、さらに（ｅ）水を含有してもよい。成分（ｄ）である1種類以
上の生理学的に許容できる親水性媒体に成分（ａ）～成分（ｃ）を溶解ないし分散させる
と、透明となりやすく、成分（ａ）～成分（ｄ）からなる化粧料製造用組成物を水と混合
した際に平均粒子径が微細な、すなわち、レーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒
子径が０．５μｍ未満の、経日安定性が高い水中油型エマルジョンを形成しやすくなる。
したがって、より経日安定性が高い水中油型エマルジョン化粧料を簡便に製造することが
できるようになる。
【００５６】
（ｄ）1種類以上の生理学的に許容できる親水性媒体は、水との相溶性に優れる常温で液
状であり、化粧品に配合した場合、生理学的に人体に及ぼす刺激が少ないか、ないもの、
具体的には肌や毛髪の外観及び／または感触を損なう影響や特に大量に経口した時に健康
を害するような影響が比較的少ないか、ないものが挙げられる。かかる成分（ｄ）はカル
ビノール基含有脂肪族炭化水素系化合物が好ましく、具体的には、エタノール、ｎ－プロ
パノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール等の１価低級アルコール；１，３－ブチレ
ングリコール、エチレングリコール、プロピレングリコール等の２価アルコール；ポリエ
チレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリプロピレングリコール等のポリアルキ
レングリコール；グリセリン、ジグリセリン、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリ
トール、ソルビトール等の多価アルコールが例示される。これら２種類以上を併用するこ
とができる。
【００５７】
特に、化粧料製造用組成物が水中油型エマルジョン化粧料製造用組成物であり、レーザー
回折・散乱法を用いて測定した、平均粒子径が０．２μｍ（２００ｎｍ）未満の水中油型
エマルジョン化粧料製造用組成物である場合には、成分（ｄ）として、エタノール、イソ
プロパノールまたは１，３－ブチレングリコールを用いることが好ましい。これらの親水
性媒体を用いることにより、混合物が透明な液体となり、本発明に係る化粧料製造用組成
物は周知慣用の攪拌装置、混合装置により、きわめて容易に水に分散して平均粒子径が０
．２μｍ未満の水中油型エマルジョン化粧料を形成する。また、製造スケールが小さい場
合には、へら等を用いた人力による攪拌・混合操作によっても平均粒子径が０．２μｍ未
満の水中油型エマルジョン化粧料を形成することができる。本発明に係る成分（ａ）、成
分（ｂ）、成分（ｃ）および成分（ｄ）の混合物からなる化粧料製造用組成物は、かかる
優れた自己乳化特性を有するので、安定な水中油型エマルジョン化粧料を製造する場合に
必須となる乳化の諸条件を詳細に検討することがほぼ不要であるという利点を有する。
【００５８】
成分（ｄ）として最も好ましくは、エタノールである。また、エタノールと前記のエタノ
ール以外の生理学的に許容できる親水性媒体とを５／５～９．９／０．１の質量比で混合
して併用することも、化粧料製造用組成物の自己乳化特性の点から好ましい。さらに、エ
タノールと前記のエタノール以外の生理学的に許容できる親水性媒体との質量比が６／４
以上であることが化粧料製造用組成物の自己乳化特性の点から特に好ましい。
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【００５９】
成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）および成分（ｄ）の混合物である化粧料製造用組成
物における各成分の配合量は、混合物が透明な液体となり、自己乳化性が優れ、すなわち
、水と混合した際にエマルジョン粒子の微細な水中油型エマルジョンが容易に生成し、そ
のエマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が０．５μｍ（
５００ｎｍ）未満となるような配合比が好ましく、０．２μｍ（２００ｎｍ）未満となる
ような配合比がより好ましい。
こうした観点から、成分（ｄ）の含有量は、化粧料製造用組成物全量の２０．０～９８．
４質量％であることが好ましく、４０．０～９８．４質量％であることがより好ましい。
また、得られる水中油型エマルジョンの経日安定性の点から、成分（ｄ）の含有量が５５
．０～９８．４質量％であることが特に好ましい。
成分（ｄ）の含有量が前記下限未満であっても、水中油型エマルジョン化粧料を容易に製
造できることは前記のとおりであるが、平均粒子径が０．５μｍ未満であるような小粒径
の水中油型エマルジョン化粧料を製造するためには、高圧乳化装置やコロイドミル、コロ
イドミキサーのような高せん断力を有する乳化装置や最適乳化条件の検討が必要になる場
合がある。
【００６０】
成分（ｄ）の上記含有量範囲において、エマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用い
て測定した平均粒子径が０．２μｍ（２００ｎｍ）未満であり、水中油型エマルジョン化
粧料の経日安定性が優れたものとなるには、成分（ｄ）１００質量部当り、成分（ａ）０
．９～９０質量部、成分（ｂ）０．６～１２０質量部、成分（ｃ）１．１～１５０質量部
の配合比が好ましく、成分（ａ）０．９～４５質量部、成分（ｂ）０．６～６０質量部、
成分（ｃ）１．１～７５質量部の配合比がより好ましい。
【００６１】
なお、上記の成分（ｄ）１００質量部当りの成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）の各配
合比において、成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）間の配合比は、成分（ｃ）１００質
量部当り、成分（ａ）４～３００質量部、成分（ｂ）５～４８０質量部が好ましく、成分
（ａ）４～２００質量部、成分（ｂ）５～３２０質量部がより好ましい。
成分（ａ）と成分（ｂ）の含有量が上記下限値を下回ると、化粧料製造用組成物を水と混
合して生成する水中油型エマルジョン化粧料の経日安定性が不十分となりかねず、上記上
限値を上回ると油剤の含有量が少なく、得られる水中油型エマルジョン化粧料に所望の感
触を付与できない場合があるからである。
【００６２】
なお、本発明に係る成分（ａ）～成分（ｄ）の混合物からなる化粧料製造用組成物におけ
る各成分の含有量は、請求項１記載の成分（ａ）１～２５質量％、請求項1記載の成分（
ｂ）０．５～２５質量％、請求項1記載の成分（ｃ）０．１～４０．０質量％、請求項２
記載の成分（ｄ）２０．０～９８．４質量％であり、成分（ｃ）の含有量は成分（ｄ）の
含有量以下であることが好ましい。
【００６３】
その際、エマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が０．１
μｍ（１００ｎｍ）未満となるには、成分（ｄ）の含有量が化粧料製造用組成物全量の５
５．０～９８．４質量％であり、
成分（ｄ）１００質量部当り、成分（ａ）０．９～３０質量部、成分（ｂ）０．６～４０
質量部、成分（ｃ）１．１～５０質量部であり、
成分（ｄ）がエタノール単独、または、エタノールと前記のエタノール以外の生理学的に
許容できる親水性媒体の混合物（ただし、両者の質量比が６／４以上である）であり、
成分（ｂ）が（ｂ１）1種類以上のイオン性界面活性剤および（ｂ２）1種類以上のノニオ
ン性界面活性剤からなり、
成分（ｃ）が２５℃における粘度が０．６５ｍＰａ・ｓ～１００，０００ｍＰａ・ｓの疎
水性シリコーンオイルであることが好ましい。
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【００６４】
本発明に係る成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）および成分（ｄ）の混合物からなる化
粧料製造用組成物は、さらに（ｅ）水を含有してもよい。
（ｅ）水は、人体に有害な成分を含有せず、清浄であればよく、水道水、精製水、ミネラ
ルウォーターが例示される。成分（ｄ）である1種類以上の生理学的に許容できる親水性
媒体、特にはエタノールのような低級アルコールを高濃度に含有する化粧料製造用組成物
は引火性が高いが、水を含有すると引火点が低下して、製造時、貯蔵時、運送時の安全性
が高くなる。また、水溶性のイオン性界面活性剤等の水溶性成分を、予め水に分散させて
化粧料製造用組成物に配合することが可能である。
なお、本発明に係る化粧料が、（ｅ）水を含む化粧料製造用組成物を、追加の水と混合す
ることにより製造されるような化粧料、特には水中油型エマルジョン化粧料である場合に
は、化粧料製造用組成物中に含まれる水と化粧料製造時に追加された水の両方を含むもの
である。これらの水は化粧料中において区別することができないことはいうまでもない。
【００６５】
一方、（ｅ）水を含有すると、化粧料製造用組成物は自己乳化性が低下し、エマルジョン
粒子の平均粒子径が大きくなり、水中油型エマルジョン化粧料の経日安定性が低下するの
で、こうした観点から成分（ｅ）の含有量は、成分（ｄ）の含有量以下であることが必要
であり、さらに、化粧料製造用組成物に対して４０．０質量％以下であることが好ましく
、３０．０質量％以下であることがより好ましい。成分（ｅ）の含有量が前記上限を超え
ると、化粧料製造用組成物自体が多量の水を含むこととなり、各成分が互いに相溶化され
た混合状態から不完全な乳化状態を形成して、本発明の効果の一つである自己乳化性が損
なわれる場合がある。
【００６６】
成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）および成分（ｄ）の混合物である化粧料製造用組成
物における各成分の配合量は、混合物が透明な液体となり、自己乳化性が優れ、すなわち
、水と混合した際にエマルジョン粒子の微細な水中油型エマルジョンが容易に生成し、そ
のエマルジョン粒子のレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が０．５μｍ（
５００ｎｍ）未満となるような配合比が好ましく、０．２μｍ（２００ｎｍ）未満となる
ような配合比が好ましい。
具体的には、成分（ｄ）１００質量部当り、成分（ａ）０．９～９０質量部、成分（ｂ）
０．６～１２０質量部、成分（ｃ）１．１～１５０質量部であり、成分（ｄ）の含有量は
化粧料製造用組成物全量の２０．０～９８．４質量％であり、成分（ｅ）の含有量は成分
（ｄ）の含有量以下であり、かつ化粧料製造用組成物全量の４０．０質量％以下であるこ
とが好ましい。
なお、成分（ｃ）１００質量部当りの成分（ａ）、成分（ｂ）の好ましい配合量；成分（
ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）、成分（ｄ）合計量中の成分（ｄ）の好ましい含有量は、
前記したとおりである。
【００６７】
なお、本発明に係る成分（ａ）～成分（ｅ）の混合物からなる化粧料製造用組成物全量に
対する各成分の含有量は、成分（ａ）１～２５質量％、成分（ｂ）０．５～２５質量％、
成分（ｃ）０．１～４０．０質量％、成分（ｄ）　２０．０～９８．４質量％、成分（ｅ
）が成分（ｄ）の含有量以下であり、かつ成分（ｅ）の含有量が化粧料製造用組成物全量
に対して４０．０質量％以下となる量であり、成分（ｃ）の含有量が成分（ｄ）の含有量
以下であることが好ましい。
【００６８】
上記成分（ａ）～成分（ｃ）の混合物からなる化粧料製造用組成物、および、成分（ａ）
～成分（ｄ）の混合物からなる化粧料製造用組成物は、上記各成分を容器に投入して撹拌
機により撹拌することにより容易に製造することができる。もちろん、専用の撹拌装置、
混合装置を使用して製造してもよい。
成分（ａ）～成分（ｄ）の混合物からなる化粧料製造用組成物は、成分（ａ）～成分（ｃ
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）を先に混合し、次いで成分（ｄ）を加えて混合することにより容易に製造することがで
きる。
成分（ａ）～成分（ｅ）の混合物からなる化粧料製造用組成物は、成分（ａ）～成分（ｄ
）を先に混合し、次いで成分（ｅ）を加えて混合することにより、あるいは、成分（ａ）
～成分（ｃ）を先に混合し、次いで成分（ｄ）と成分（ｅ）の混合物を加えて混合するこ
とにより容易に製造することができる。なお、投入する成分の順序、化粧料製造用組成物
を製造するために用いる攪拌装置、混合装置の種類等は、本発明の化粧料製造用組成物と
水を混合して得られる水中油型エマルジョン組成物の粒子径や経日安定性に大きな影響を
与えるものではない。
【００６９】
本発明の成分（ａ）～成分（ｃ）の混合物からなる化粧料製造用組成物、成分（ａ）～成
分（ｄ）の混合物からなる化粧料製造用組成物、および、成分（ａ）～成分（ｅ）の混合
物からなる化粧料製造用組成物は、その特性を阻害しない範囲内で、後述する（i）水溶
性高分子、（j）防腐剤、（ｋ）抗菌剤および（ｎ）酸化防止剤のいずれか、または複数
を含有してもよい。（i）水溶性高分子は、粘度増加のためや組成物の安定性向上のため
であり、（j）防腐剤と（ｋ）抗菌剤は腐敗防止のためであり、（ｎ）酸化防止剤は非シ
リコーン系の油剤の酸化防止に有用である。
【００７０】
本発明に係る化粧料は、成分（ａ）～成分（ｃ）の混合物からなる化粧料製造用組成物、
成分（ａ）～成分（ｄ）の混合物からなる化粧料製造用組成物、あるいは、成分（ａ）～
成分（ｅ）の混合物からなる化粧料製造用組成物を含有することを特徴とする。
特には、これら化粧料が水中油型エマルジョン化粧料であること、皮膚化粧料であること
を特徴とする。
【００７１】
本発明に係る化粧料は、本発明に係る化粧料製造用組成物と通常化粧料に配合される成分
とからなる。通常化粧料に配合される成分として、（ｆ）保湿剤、（ｇ）ガム状シリコー
ン、シリコーン樹脂およびシリコーンエラストマー粉末からなる群から選択される１種な
いし３種のシリコーン類、（ｈ）紫外線防御成分、（ｉ）水溶性高分子および水膨潤性粘
土鉱物、（ｊ）防腐剤、（ｋ）抗菌剤、（ｌ）生理活性成分、（ｍ）ｐＨ調整剤、（ｎ）
酸化防止剤(抗酸化剤)、（ｏ）水、（ｐ）溶媒、（ｑ）キレート化剤、（ｒ）香料、（ｓ
）色素が例示される。化粧料の種類、用途、特性、性状などに応じて1種ないし数種を適
宜選択して配合すればよい。
本発明に係る化粧料中の前記化粧料製造用組成物と通常化粧料に配合される成分の含有量
は、化粧料の種類、用途、特性、性状などに応じて種々さまざまであり、特に限定されな
い。例えば、本発明に係る化粧料製造用組成物と色素と香料とからなる化粧料の場合は、
本発明に係る化粧料製造用組成物が９９質量％を上回ることがあり得る。しかし、本発明
に係る化粧料製造用組成物は、特殊な乳化装置を使用しなくても乳化容易であり、微細な
粒径のエマルジョンを作りやすく、生成した水中油型エマルジョン化粧料は経日安定性が
優れているので、化粧料としては水中油型エマルジョン化粧料が最も好ましい。その場合
、本発明に係る化粧料製造用組成物は化粧料の５～５０質量％が好ましい。
【００７２】
本発明に係る化粧料、特には水中油型エマルジョン化粧料中の成分（ａ）、成分（ｂ）、
成分（ｃ）の好ましい含有量；成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）および成分（ｄ）の
好ましい含有量；あるいは、成分（ａ）、成分（ｂ）、成分（ｃ）、成分（ｄ）および成
分（ｅ）の好ましい含有量は、各化粧料製造用組成物中の各成分の好ましい含有量に、化
粧料、特には水中油型エマルジョン化粧料中の各化粧料製造用組成物の濃度を乗じた量で
ある。
【００７３】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｆ）保
湿剤は、化粧品や医薬品に通常配合される保湿剤が好ましく、グルコース、キシリトール
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、マルチトール、ヒアルロン酸、コンドロイチン硫酸、ピロリドンカルボン酸塩、ポリオ
キシエチレンメチルグルコシド、ポリオキシプロピレンメチルグルコシド等が挙げられる
。これらの保湿剤は、化粧料の使用感を向上させる目的で、通常の化粧品に使用されるも
のであれば、本発明の効果が損なわれない範囲で任意に配合することができる。なお、成
分（ｄ）である１，３－ブチレングリコール、エチレングリコール、ポリエチレングリコ
ール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、グ
リセリン、ジグリセリン、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、ソルビトー
ル等も化粧料の保湿感の向上に寄与する場合がある。
【００７４】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｇ）シ
リコーン類には、ガム状シリコーン、シリコーン樹脂およびシリコーンエラストマー粉末
からなる群から選択される１種ないし３種がある。
ガム状シリコーンは、超高重合度の直鎖状ジオルガノポリシロキサンであり、シリコーン
生ゴムやオルガノポリシロキサンガムとも称されている。
代表例として、一般式：（ＣＨ３）３ＳｉＯ｛（ＣＨ３）２ＳｉＯ｝a｛（ＣＨ３）Ｒ３

ＳｉＯ｝bＳｉ（ＣＨ３）３（式中、Ｒ３はビニル基、フェニル基、炭素数が６～２０の
アルキル基、炭素数３～１５のアミノアルキル基、炭素数３～１５のパーフロロアルキル
基、炭素数３～１５の４級アンモニウム塩基含有アルキル基から選択され、a=３,０００
～６,０００、b=０～１,０００、a＋b=３,０００～６,０００）で示されるものがある。
【００７５】
シリコーン樹脂は、高度の分岐状構造、網状構造または籠状構造を有するオルガノポリシ
ロキサンであり、常温で液状または固形状であり、本発明の目的に反しない限り、通常化
粧料に用いられるシリコーン樹脂であればいずれのものでもよい。
固形状のシリコーン樹脂には、例えば、トリオルガノシロキシ単位（Ｍ単位）（オルガノ
基はメチル基のみ、メチル基とビニル基もしくはフェニル基である）、ジオルガノシロキ
シ単位（Ｄ単位）（オルガノ基はメチル基のみ、メチル基とビニル基もしくはフェニル基
である）、モノオルガノシロキシ単位（Ｔ単位）（オルガノ基はメチル基、ビニル基、ま
たはフェニル基である）およびシロキシ単位（Ｑ単位）の任意の組み合わせからなるＭＱ
樹脂、ＭＤＱ樹脂、ＭＴＱ樹脂、ＭＤＴＱ樹脂、ＴＤ樹脂、ＴＱ樹脂、ＴＤＱ樹脂がある
。さらには、トリメチルシロキシケイ酸、ポリアルキルシロキシケイ酸、ジメチルシロキ
シ単位含有トリメチルシロキシケイ酸、アルキル（パーフルオロアルキル）シロキシケイ
酸が例示される。これらのシリコーン樹脂は油溶性であることが好ましく、オクタメチル
テトラシロキサン（D4）やデカメチルシクロペンタシロキサン（Ｄ５）に溶解しうるもの
が特に好ましい。
【００７６】
これらのガム状シリコーンやシリコーン樹脂は、単独で化粧料に配合しても構わないが、
揮発性シリコーン油、不揮発性シリコーン油、揮発性炭化水素油または不揮発性炭化水素
油へ溶解して配合することもできる。これらガム状シリコーンやシリコーン樹脂の配合量
は、化粧料の総量の０．１～２０質量％が好ましく、１～１０質量％がより好ましい。皮
膚への密着性のより高い化粧料を得るためには、本発明の化粧品製造用組成物１００重量
部当たりシリコーン樹脂５０～５００重量部が好ましい。
【００７７】
シリコーンエラストマー粉末は、主として直鎖状ジオルガノポリシロキサンの架橋物であ
り、球状、扁平状、不定形状など種々の形状を取りうる。形状を持たずに油分散体の形態
を持つものでもよい。本発明において、粒子形状を有するシリコーンエラストマーであり
、電子顕微鏡を用いた観察による一次粒子径及び／またはレーザー回析／散乱法で測定さ
れた平均一次粒子径が０．１～５０μｍの範囲に入り、かつ一次粒子の形状が球状のシリ
コーンエラストマー粉末が好ましい。シリコーンエラストマー粉末を構成するシリコーン
エラストマーは、ＪＩＳ Ｋ　６２５３「加硫ゴム及び熱可塑性ゴムの硬さ試験方法」の
タイプＡデュロメータによる硬さが８０以下が好ましく、６５以下がより好ましい。



(25) JP 5667332 B2 2015.2.12

10

20

30

40

50

【００７８】
かかるシリコーンエラストマー粉末は、例えば、２つ以上のアルケニル基を含有するジオ
ルガノポリシロキサンと２つ以上のケイ素原子結合水素原子を有するアルキルハイドロジ
ェンポリシロキサンと塩化白金酸からなる組成物を、乳化状態または噴霧状態で硬化させ
ることにより製造することができる。アルケニル基含有ジオルガノポリシロキサンとして
両末端ジメチルビニルシロキシ基封鎖ジメチルポリシロキサンが例示されるが、α，ω－
アルケニルジエン、グリセリントリアリルエーテル、ポリオキシアルキニル化グリセリン
トリアリルエーテル、トリメチロールプロパントリアリルエーテル、ポリオキシアルキニ
ル化トリメチロールプロパントリアリルエーテルなどのように、分子中に二つ以上のビニ
ル基やアリル基を有する有機化合物でもよい。
【００７９】
かかるシリコーンエラストマー粉末は、例えば、特開平２－２４３６１２号公報、特開平
８－１２５４５号公報、特開平８－１２５４６号公報、特開平８－１２５２４号公報、特
開平９－２４１５１１号公報、特開平１０－３６２１９号公報、特開平１１－１９３３３
１号公報、特開２０００－２８１５２３号公報等に記載されているものが挙げられる。市
販品として東レ・ダウコーニング株式会社製トレフィルＥシリーズのトレフィルＥ－５０
５，Ｅ－５０６，Ｅ－５０７，Ｅ－５０８などがあり、「化粧品種別配合成分規格」収載
の架橋型シリコーン末が該当する。これらのシリコーンエラストマー粉末は表面処理がさ
れていてもよく、表面処理剤の例としては、メチルハイドロジェンポリシロキサン、シリ
コーンレジン、金属石鹸、シランカップリング剤、シリカ、酸化チタンなどの無機酸化物
、パーフルオロアルキルシラン、パーフルオロアルキルリン酸エステル塩などのフッ素化
合物が挙げられる。
【００８０】
シリコーンエラストマー粉末は、油剤との混練物であるペースト状物や、水系分散体の形
で化粧料に配合することが好ましい。より詳しくは、シリコーンエラストマー粉末と、エ
ステル油、炭化水素油、高級アルコール、植物油および動物油からなる群から選ばれる常
温で液体の油性成分とを混練して作られたペースト状物；シリコーンエラストマー粉末を
機械力で乳化剤含有水中に分散したものが挙げられる。
【００８１】
シリコーンエラストマー球状粉末は粒子径が１０μｍを超えるものも多く、水性組成物に
安定に配合することが難しかったが、本発明の化粧品製造用組成物に含有させることによ
り安定なエマルジョンを形成することができる。本発明の皮膚化粧料におけるオルガノポ
リシロキサンエラストマー球状粉体の配合量は、化粧料の全質量の０．１～３０質量％が
好ましい。前記下限未満では、滑水性が弱くなるという問題があり、前記上限を超えると
べたつきが強くなるため好ましくない。
【００８２】
本発明に係る化粧料には、化粧料に通常配合される成分ではないが、シリコーン変性有機
重合体を配合してもよい。ポリジメチルシロキサングラフト型アクリル系共重合体、特開
２０００－０６３２２５に開示されているカルボキシシロキサンデンドリマーグラフト型
アクリル系共重合体、および特開２００３－２２６６１１に開示されているカルボキシシ
ロキサンデンドリマー構造およびフッ化有機基を有するアクリル系共重合体が例示される
。
【００８３】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｈ）紫
外線防御成分には、無機系の紫外線防御成分と有機系の紫外線防御成分がある。
無機系の紫外線防御成分は、前記の無機系の粉体顔料、金属粉末顔料などを紫外線分散剤
として配合するものであっても良く、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化セリウム、低次酸化チ
タン、鉄ドーピング酸化チタンなどの金属酸化物、水酸化鉄などの金属水酸化物、板状酸
化鉄、アルミニウムフレークなどの金属フレーク類、炭化珪素などのセラミック類が挙げ
られる。このうち、平均粒子径が１～１００ｎｍの範囲にある微粒子金属酸化物もしくは
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微粒子金属水酸化物から選ばれる少なくとも一種であることが特に好ましい。これらの粉
末は、従来公知の表面処理、例えばフッ素化合物処理（パーフルオロアルキルリン酸エス
テル処理やパーフルオロアルキルシラン処理、パーフルオロポリエーテル処理、フルオロ
シリコーン処理、フッ素化シリコーン樹脂処理が好ましい）、シリコーン処理（メチルハ
イドロジェンポリシロキサン処理、ジメチルポリシロキサン処理、気相法テトラメチルテ
トラハイドロジェンシクロテトラシロキサン処理が好ましい）、シリコーン樹脂処理（ト
リメチルシロキシケイ酸処理が好ましい）、ペンダント処理（気相法シリコーン処理後に
アルキル鎖などを付加する方法）、シランカップリング剤処理、チタンカップリング剤処
理、シラン処理（アルキルシランやアルキルシラザン処理が好ましい）、油剤処理、Ｎ－
アシル化リジン処理、ポリアクリル酸処理、金属石鹸処理（ステアリン酸やミリスチン酸
塩が好ましい）、アクリル樹脂処理、金属酸化物処理などがされていることが好ましく、
これらの処理の複数で処理されていることが好ましい。例えば、微粒子酸化チタン表面を
酸化ケイ素やアルミナなどの金属酸化物で被覆した後、アルキルシランで表面処理するこ
となどが挙げられる。表面処理量は、粉体に対して総計で０．１～５０質量％の範囲にあ
ることが好ましい。
【００８４】
有機系の紫外線防御成分は、サリチル酸ホモメンチル、サリチル酸オクチル、サリチル酸
トリエタノールアミン等のサリチル酸系；パラアミノ安息香酸、エチルジヒドロキシプロ
ピルパラアミノ安息香酸、グリセリルパラアミノ安息香酸、オクチルジメチルパラアミノ
安息香酸、パラジメチルアミノ安息香酸アミル、パラジメチルアミノ安息香酸２－エチル
へキシル等のＰＡＢＡ系；４-(２-β-グルコピラノシロキシ)プロポキシ-２-ヒドロキシ
ベンゾフェノン、ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノン、ジヒドロキシジメトキシベン
ゾフェノンジスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、ヒ
ドロキシメトキシベンゾフェノンスルホン酸及びその三水塩、ヒドロキシメトキシベンゾ
フェノンスルホン酸ナトリウム、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－硫
酸、２，２’－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２，４－ジヒドロキシベン
ゾフェノン、２，２’４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン、２、２’－ジヒドロ
キシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－Ｎ－オクトキシベン
ゾフェノン等のベンゾフェノン系；パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル（別名；パ
ラメトキシケイ皮酸オクチル）、ジパラメトキシケイ皮酸モノ-２-エチルヘキサン酸グリ
セリル、２，５－ジイソプロピルケイ皮酸メチル、２，４，６－トリス［４－（２－エチ
ルへキシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５－トリアジン、トリメトキシケイ
皮酸メチルビス（トリメチルシロキシ）シリルイソペンチル、パラメトキシケイ皮酸イソ
プロピル・ジイソプロピルケイ皮酸エステル混合物、ｐ－メトキシハイドロケイ皮酸ジエ
タノールアミン塩等のケイ皮酸系；２－フェニル－ベンズイミダゾール－５－硫酸、４－
イソプロピルジベンゾイルメタン、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイル
メタン等のベンゾイルメタン系；2―シアノ―3，3―ジフェニルプロパ―2―エン酸2―エ
チルヘキシルエステル(別名；オクトクリレン)、ジメトキシベンジリデンジオキソイミダ
ゾリジンプロピオン酸２－エチルへキシル、１－（３，４－ジメトキシフェニル）－４，
４－ジメチル－１，３－ペンタンジオン、シノキサート、メチル－Ｏ－アミノベンゾエー
ト、２－エチルヘキシル－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート、３－（４－メ
チルベンジリデン）カンフル、オクチルトリアゾン、４－（３，４－ジメトキシフェニル
メチレン）－２，５－ジオキソ－１－イミダゾリジンプロピオン酸２－エチルヘキシル、
これらの高分子誘導体、及びシラン誘導体が例示される。
【００８５】
前記の有機系紫外線防御成分をポリマー粉末中に含有するものを用いることも可能である
。ポリマー粉末は中空であってもなくても良く、平均一次粒子径は０．１～５０μｍの範
囲にあれば良く、粒度分布はブロードであってもシャープであっても構わない。ポリマー
の種類としてはアクリル樹脂、メタクリル樹脂、スチレン樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリ
エチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレート、シリコーン樹脂、ナイロン、
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アクリルアミド樹脂が例示される。有機系紫外線防御成分を０．１～３０質量％の範囲で
含有するポリマー粉末が好ましく、特にＵＶ－Ａ吸収剤である４－ｔｅｒｔ－ブチル－４
’－メトキシジベンゾイルメタンを含有するポリマー粉末が好ましい。
【００８６】
前記の紫外線防御成分のうち、微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜鉛、パラメトキシケイ皮
酸２－エチルヘキシル、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、ベ
ンゾフェノン系紫外線吸収剤からなる群より選ばれる少なくとも１種が、汎用されており
、入手が容易で、かつ紫外線防御効果が高いため好適に使用することができる。特に、無
機系と有機系の紫外線防御成分を併用することが好ましく、ＵＶ－Ａに対応した紫外線防
御成分とＵＶ－Ｂに対応した紫外線防御成分を併用することがさらに好ましい。
【００８７】
本発明の化粧料における紫外線防御成分の配合量は、無機系及び／又は有機系の合計で、
化粧料の０．１～６０質量％の範囲にあることが好ましく、３～４０質量％がより好まし
い。さらに、無機系の紫外線防御成分の配合量は化粧料の０．１～３０質量％の範囲が好
ましく、有機系紫外線吸収剤は、化粧料の０．１～２０質量％の範囲が好ましい。
【００８８】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｉ）水
溶性高分子および水膨潤性粘土鉱物は、含水化粧料や水中油型エマルジョン化粧料の粘度
を向上させて経日安定性を向上するためや、使用感を向上させるために配合されるもので
ある。
水溶性高分子および水膨潤性粘土鉱物は、水に溶解または分散させて均一な水溶液または
分散液にしてから、化粧品原料組成物や他の化粧料成分と混合することが好ましい。
水溶性高分子として、両性、カチオン性、アニオン性または非イオン性の水溶性高分子が
例示される。水溶性高分子と水膨潤性粘土鉱物を併用してもよく、2種類以上の水溶性高
分子を併用してもよい。
【００８９】
両性水溶性高分子としては、両性化デンプン、塩化ジメチルジアリルアンモニウム誘導体
（例えば、アクリルアミド・アクリル酸・塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体、
アクリル酸・塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体）、メタクリル酸誘導体（例え
ば、ポリメタクリロイルエチルジメチルベタイン、Ｎ－メタクリロイルオキシエチルＮ，
Ｎ－ジメチルアンモニウム－α－メチルカルボキシベタイン・メタクリル酸アルキル共重
合体等）が例示される。
【００９０】
カチオン性水溶性高分子として、第４級窒素変性ポリサッカライド（例えば、カチオン変
性セルロース、カチオン変性ヒドロキシエチルセルロース、カチオン変性グアーガム、カ
チオン変性ローカストビーンガム、カチオン変性デンプン等）、塩化ジメチルジアリルア
ンモニウム誘導体（例えば、塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合
体、ポリ塩化ジメチルメチレンピペリジニウム等）、ビニルピロリドン誘導体（例えば、
ビニルピロリドン・ジメチルアミノエチルメタクリル酸共重合体塩、ビニルピロリドン・
メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロライド共重合体、ビニルピロリド
ン・塩化メチルビニルイミダゾリウム共重合体等）、メタクリル酸誘導体（例えば、メタ
クリロイルエチルジメチルベタイン・塩化メタクリロイルエチルトリメチルアンモニウム
・メタクリル酸２－ヒドロキシエチル共重合体、メタクリロイルエチルジメチルベタイン
・塩化メタクリロイルエチルトリメチルアンモニウム・メタクリル酸メトキシポリエチレ
ングリコール共重合体等）が例示される。
【００９１】
アニオン性水溶性高分子として、ポリアクリル酸またはそのアルカリ金属塩、ポリメタア
クリル酸またはそのアルカリ金属塩、ヒアルロン酸またはそのアルカリ金属塩、アセチル
化ヒアルロン酸またはそのアルカリ金属塩、メチルビニルエーテル・無水マレイン酸共重
合体の加水分解物などの脂肪族カルボン酸またはその金属塩の水溶性重合体、カルボキシ
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メチルセルロース又はそのアルカリ金属塩、メチルビニルエーテル－マレイン酸ハーフエ
ステル共重合体、アクリル樹脂アルカノールアミン液、カルボキシビニルポリマーが例示
される。
【００９２】
非イオン性水溶性高分子として、ポリビニルピロリドン、高重合ポリエチレングリコール
、ビニルピロリドン／酢酸ビニル共重合体、ビニルピロリドン／ジメチルアミノエチルメ
タクリレート共重合体、ビニルカプロラクタム／ビニルピロリドン／ジメチルアミノエチ
ルメタクリレート共重合体、セルロース又はその誘導体（例えば、メチルセルロース、エ
チルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、カルボ
キシメチルセルロース）、ケラチン及びコラーゲン又はその誘導体、アルギン酸カルシウ
ム、プルラン、寒天、ゼラチン、タマリンド種子多糖類、キサンタンガム、カラギーナン
、ハイメトキシルペクチン、ローメトキシルペクチン、グァーガム、ペクチン、アラビア
ゴム、結晶セルロース、アラビノガラクタン、カラヤガム、トラガカントガム、アルギン
酸、アルブミン、カゼイン、カードラン、ジュランガム、デキストラン、クインスシード
ガム、トラガントガム、キチン・キトサン誘導体、デンプン（コメ、トウモロコシ、バレ
イショ、コムギ等）、ケラチンおよびコラーゲンまたはその誘導体等の天然の高分子化合
物が例示される。
【００９３】
水膨潤性粘土鉱物は、三層構造を有するコロイド含有ケイ酸アルミニウムの一種であり、
下記式で表されるものが例示される。
（Ｘ，Ｙ）２－３（Ｓｉ，Ａｌ）４Ｏ１０（ＯＨ）２Ｚ１／３・ｎＨ２Ｏ　　　
（ただし、Ｘは、Ａｌ、Ｆｅ（ＩＩＩ）、Ｍｎ（ＩＩＩ）、または、Ｃｒ（ＩＩＩ）であ
り、Ｙ　は、Ｍｇ、Ｆｅ（ＩＩ）、Ｎｉ、Ｚｎ、または、Ｌｉであり、Ｚは、Ｋ、Ｎａ、
または、Ｃａである）
このような水膨潤性粘土鉱物として、具体的には、ベントナイト、モンモリロナイト、パ
イデライト、ノントロナイト、サポナイト、ヘクトライト、ケイ酸アルミニウムマグネシ
ウムが例示され、これらは天然物および合成物のいずれであってもよい。
【００９４】
本発明に係る化粧料における成分（ｉ）の配合量は、化粧料の０．００１～５質量％の範
囲にあることが好ましく、０．０１～３質量％がより好ましい。０．００１質量％未満の
配合量の場合には十分な増粘効果が望めず、５質量％を超えて配合すると化粧料の粘度が
高くなりすぎ、使用感が劣ることになりかねない。
【００９５】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｊ）防
腐剤として、パラオキシ安息香酸アルキルエステル、安息香酸、安息香酸ナトリウム、ソ
ルビン酸、ソルビン酸カリウム、フェノキシエタノールが例示される。化粧料に通常配合
される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｋ）抗菌剤として、安息
香酸、サリチル酸、石炭酸、ソルビン酸、パラオキシ安息香酸アルキルエステル、パラク
ロルメタクレゾール、ヘキサクロロフェン、塩化ベンザルコニウム、塩化クロルヘキシジ
ン、トリクロロカルバニリド、トリクロサン、感光素、フェノキシエタノール、メチルイ
ソチアゾリノンが例示される。これらは、化粧料の腐敗を防止するのに十分な配合量であ
ればよい。
【００９６】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｌ）生
理活性成分は、皮膚に塗布した場合に皮膚に何らかの生理活性を与える物質である。例え
ば、抗炎症剤、老化防止剤、ひきしめ剤、発毛剤、育毛剤、保湿剤、血行促進剤、乾燥剤
、冷感剤、温感剤、ビタミン類、アミノ酸、創傷治癒促進剤、刺激緩和剤、鎮痛剤、細胞
賦活剤、酵素成分等が挙げられる。その中でも、天然系の植物抽出成分、海藻抽出成分、
生薬成分が特に好ましい。本発明に係る化粧料には、これらの生理活性成分を１種、また
は２種以上配合することが好ましい。
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【００９７】
これらの成分として、例えばアシタバエキス、アボガドエキス、アマチャエキス、アルテ
アエキス、アルニカエキス、アロエエキス、アンズエキス、アンズ核エキス、イチョウエ
キス、ウイキョウエキス、ウコンエキス、ウーロン茶エキス、エイジツエキス、エチナシ
葉エキス、オウゴンエキス、オウバクエキス、オウレンエキス、オオムギエキス、オトギ
リソウエキス、オドリコソウエキス、オランダカラシエキス、オレンジエキス、海水乾燥
物、海藻エキス、加水分解エラスチン、加水分解コムギ末、加水分解シルク、カモミラエ
キス、カロットエキス、カワラヨモギエキス、甘草エキス、カルカデエキス、カキョクエ
キス、キウイエキス、キナエキス、キューカンバーエキス、グアノシン、クチナシエキス
、クマザサエキス、クララエキス、クルミエキス、グレープフルーツエキス、クレマティ
スエキス、クロレラエキス、クワエキス、ゲンチアナエキス、紅茶エキス、酵母エキス、
ゴボウエキス、コメヌカ発酵エキス、コメ胚芽油、コンフリーエキス、コラーゲン、コケ
モモエキス、サイシンエキス、サイコエキス、サイタイ抽出液、ザクロエキス、サルビア
エキス、サボンソウエキス、ササエキス、サンザシエキス、サンショウエキス、シイタケ
エキス、ジオウエキス、シコンエキス、シソエキス、シナノキエキス、シモツケソウエキ
ス、シャクヤクエキス、ショウブ根エキス、シラカバエキス、スギナエキス、セイヨウキ
ズタエキス、セイヨウサンザシエキス、セイヨウニワトコエキス、セイヨウノコギリソウ
エキス、セイヨウハッカエキス、セージエキス、ゼニアオイエキス、センキュウエキス、
センブリエキス、ダイズエキス、タイソウエキス、タイムエキス、茶エキス、チョウジエ
キス、チガヤエキス、チンピエキス、トウキエキス、トウキンセンカエキス、トウニンエ
キス、トウヒエキス、ドクダミエキス、トマトエキス、納豆エキス、ニンジンエキス、ニ
ンニクエキス、ノバラエキス、ハイビスカスエキス、バクモンドウエキス、ハスエキス、
パセリエキス、蜂蜜、ハマメリスエキス、パリエタリアエキス、ヒキオコシエキス、ビサ
ボロール、ビワエキス、フキタンポポエキス、フキノトウエキス、ブクリョウエキス、ブ
ッチャーブルームエキス、ブドウエキス、プロポリス、ヘチマエキス、ベニバナエキス、
ペパーミントエキス、ボダイジュエキス、ボタンエキス、ホップエキス、マツエキス、マ
ロニエエキス、ミズバショウエキス、ムクロジエキス、メリッサエキス、モモエキス、ヤ
グルマギクエキス、ユーカリエキス、ユキノシタエキス、ユズエキス、ヨクイニンエキス
、ヨモギエキス、ラベンダーエキス、リンゴエキス、レタスエキス、レモンエキス、レン
ゲソウエキス、ローズエキス、ローズマリーエキス、ローマカミツレエキス、ローヤルゼ
リーエキス等を挙げることができる。
【００９８】
また、デオキシリボ核酸、ムコ多糖類、ヒアルロン酸ナトリウム、コンドロイチン硫酸ナ
トリウム、コラーゲン、エラスチン、キチン、キトサン、加水分解卵殻膜などの生体高分
子；グリシン、ヴァリン、ロイシン、イソロイシン、セリン、トレオニン、フェニルアラ
ニン、アルギニン、リジン、アスパラギン酸、グルタミン酸、シスチン、システイン、メ
チオニン、トリプトファン等のアミノ酸；エストラジオール、エテニルエストラジオール
などのホルモン；スフィンゴ脂質、セラミド、コレステロール、コレステロール誘導体、
リン脂質などの油性成分；ε－アミノカプロン酸、グリチルリチン酸、β－グリチルレチ
ン酸、塩化リゾチーム、グアイアズレン、ヒドロコルチゾン、アラントイン、トラネキサ
ム酸、アズレン等の抗炎症剤；ビタミンＡ，Ｂ２，Ｂ６，Ｃ，Ｄ，Ｅ，パントテン酸カル
シウム、ビオチン、ニコチン酸アミド、ビタミンＣエステル等のビタミン類；アラントイ
ン、ジイソプロピルアミンジクロロアセテート、４－アミノメチルシクロヘキサンカルボ
ン酸等の活性成分；α－ヒドロキシ酸、β－ヒドロキシ酸などの細胞賦活剤；γ－オリザ
ノール、ビタミンＥ誘導体などの血行促進剤；レチノール、レチノール誘導体等の創傷治
癒剤；セファランチン、カンゾウ抽出物、トウガラシチンキ、ヒノキチオール、ヨウ化ニ
ンニクエキス、塩酸ピリドキシン、ｄｌ－α－トコフェロール、酢酸ｄｌ－α－トコフェ
ロール、ニコチン酸、ニコチン酸誘導体、パントテン酸カルシウム、Ｄ－パントテニルア
ルコール、アセチルパントテニルエチルエーテル、ビオチン、アラントイン、イソプロピ
ルメチルフェノール、エストラジオール、エチニルエステラジオール、塩化カプロニウム
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、塩化ベンザルコニウム、塩酸ジフェンヒドラミン、タカナール、カンフル、サリチル酸
、ノニル酸バニリルアミド、ノナン酸バニリルアミド、ピロクトンオラミン、ペンタデカ
ン酸グリセリル、ｌ－メントール、カンフルなどの清涼剤；モノニトログアヤコール、レ
ゾルシン、γ－アミノ酪酸、塩化ベンゼトニウム、塩酸メキシレチン、オーキシン、女性
ホルモン、カンタリスチンキ、シクロスポリン、ジンクピリチオン、ヒドロコルチゾン、
ミノキシジル、モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン、ハッカ油、ササニシキ
エキス等の育毛剤等が例示される。これらは、化粧料に生理活性を付与するのに十分な配
合量であればよい。
【００９９】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｍ）ｐ
Ｈ調整剤として、乳酸、クエン酸、グリコール酸、コハク酸、酒石酸、ｄｌ－リンゴ酸、
炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素アンモニウム等が例示される。
【０１００】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（o）水
は、前述したとおりである。
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（p）溶
媒は、成分（ｄ）として例示した化合物以外にエーテル類があり、プロペラントとしてＬ
ＰＧ、Ｎ－メチルピロリドン、次世代フロンが例示される。
【０１０１】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（n）酸
化防止剤（抗酸化剤）として、トコフェロール、ブチルヒドロキシアニソール、ジブチル
ヒドロキシトルエン、フィチン酸、カロチノイド、フラボノイド、タンニン、リグナン、
サポニンが例示される。これらは、化粧料の酸化劣化を防止するのに十分な配合量であれ
ばよい。
【０１０２】
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｑ）キ
レート化剤は、水中の鉱物イオンを不溶化する作用があり、ＥＤＴＡ、アラニン、エデト
酸ナトリウム塩、ポリリン酸ナトリウム、メタリン酸ナトリウム、リン酸が例示される。
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｒ）香
料は、化粧料に香気、香りを付与するため、あるいは不快臭をマスクするために配合され
る。化粧料に一般的に配合される香料であれば特に限定されるものではなく、前記の生理
活性成分等に例示した各種抽出物を含め、種々の植物の花、種子、葉、根等から抽出した
香料、海藻類から抽出した香料、動物の各部位または分泌物から抽出した香料（例、じゃ
こう、マッコウ）、人工的に合成した香料（例、メントール、ムスク、酢酸エステル、バ
ニラ）が例示される。
化粧料に通常配合される成分であり本発明に係る化粧料に配合することができる（ｓ）色
素として、染料、顔料、蛍光増白剤があり、染料には水溶性染料、油溶性染料、天然系染
料、合成染料などがあり、顔料には体質顔料、無機顔料、有機顔料などがある。
【０１０３】
本発明に係る化粧料は、前記の成分（ａ）～成分（ｃ）の混合物からなる化粧料製造用組
成物、成分（ａ）～成分（ｄ）の混合物からなる化粧料製造用組成物または成分（ａ）～
成分（ｅ）の混合物からなる化粧料製造用組成物を含有することにより特性が向上すれば
、その種類は特に限定されず、皮膚洗浄剤、スキンケア化粧料、メイクアップ化粧料、制
汗剤、紫外線防御剤などの皮膚用化粧料；毛髪洗浄剤、整髪料、毛髪着色料、養毛料、ヘ
アリンスなどの頭髪用化粧料；浴用化粧品；香水、オーデコロンが例示される。皮膚用化
粧料または頭髪用化粧料であることが好ましく、皮膚用化粧料であることが特に好ましい
。
【０１０４】
前記の皮膚用化粧料は、頭皮、顔面（口唇、眉目、頬を含む）、手指、爪、全身のいずれ
の部位用でもよい。具体的には、クレンジングジェル、クレンジングクリーム、クレンジ
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ングフォーム、クレンジングミルク、クレンジングローション、洗顔クリーム、アイメー
クアップリムーバー、洗顔フォーム、液体全身用石鹸、ハンドソープ、ゲル状石鹸、固形
石鹸、フェイシャルリンス、ボディリンス、シェービングクリーム、除光液、アクネ対策
化粧料等の皮膚洗浄剤；肌用クリーム、頭皮用トリートメント、スキンミルク、ミルクロ
ーション、乳液、化粧水、保湿液、美容液、フェイシャルパック、ボディパウダー、エッ
センス、シェービングローション等のスキンケア化粧料；ファンデーション、メークアッ
プベース、白粉、フェースパウダー、リップスティック、リップクリーム、練紅、リップ
グロス、アイシャドウ、アイライナー、アイクリーム、眉墨、まつげ化粧品、アイブロー
、マスカラ、頬紅、頬化粧料（チークカラー、チークルージュ）、マニキュア、ペディキ
ュア、ネイルカラー、ネイルラッカー、エナメルリムーバー、ネイルポリッシュ等のメイ
クアップ化粧料；デオドラント等の制汗剤；サンスクリーン剤、日焼け用薬剤（サンタン
剤）等の紫外線防御剤が例示される。
【０１０５】
前記の頭髪用化粧料は、シャンプー、リンスインシャプー等の毛髪用洗浄剤；ヘアオイル
、髪用カール保持剤、セット剤、ヘアクリーム、へアスプレー、ヘアリキッド、ヘアワッ
クス等の整髪料；染毛料、ヘアカラースプレー、ヘアカラーリンス、ヘアカラースティッ
ク等の毛髪用着色料；ヘアトニック、ヘアトリートメント、ヘアパック等の養毛料；オイ
ルリンス、クリームリンス、トリートメントリンス等のヘアリンスが例示される。また、
前記の浴用化粧品は、バスオイル、バスソルト、フォームバスが例示される。
【０１０６】
本発明に係る化粧料の形態、性状は、特に限定されるものではないが、本発明に係る化粧
料製造用組成物が前記の成分（ａ）～成分（ｃ）からなるものであり、該化粧料製造用組
成物を水と混合することにより製造される含水化粧料である場合には、水中油型エマルジ
ョン化粧料、特にレーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が１０．０μｍ未満
の水中油型エマルジョン化粧料であることが好ましい。さらに、本発明に係る化粧料製造
用組成物が前記の成分（ａ）～成分（ｄ）からなるもの、成分（ａ）～成分（ｅ）からな
るものであり、該化粧料製造用組成物を水と混合することにより製造される含水化粧料で
ある場合には、レーザー回折・散乱法を用いて測定した平均粒子径が０．５μｍ（５００
ｎｍ）未満、特には０．２μｍ（２００ｎｍ）未満の水中油型エマルジョン化粧料である
ことが特に好ましい。
【０１０７】
前記成分（ａ）～成分（ｃ）の混合物からなる化粧料製造用組成物は、前記の各成分が互
いにかなり相溶しており、成分（ａ）～成分（ｄ）の混合物からなる化粧料製造用組成物
および成分（ａ）～成分（ｅ）の混合物からなる化粧料製造用組成物は、前記の各成分が
互いによく相溶しており、水や水溶液に容易に乳化するため、パドル翼付攪拌機，プロペ
ラ攪拌器，ヘンシェル型攪拌機，ＴＫホモミクサー（特殊機化工業（株）），ＴＫホモデ
ィスパー（特殊機化工業（株））等の公知の攪拌装置、混合装置あるいは乳化装置を用い
て、所望の量の水と混合することにより安定な水中油型エマルジョンを得ることができる
。高圧乳化装置やコロイドミル、コロイドミキサーのような高せん断力による乳化装置は
必ずしも必要ではなく、簡便な攪拌装置、混合装置あるいは乳化装置を用いて、小粒径な
いし微細な粒径の安定な水中油型エマルジョンを得ることができる。
ここで、高圧乳化装置とは、装置内で一次エマルジョンを加圧することにより、高速の液
流とし、この液流を分岐させ、分岐した液流同士を衝突させたり、調節された微小間隙を
通じてインパクトリングや回転体に衝突させたりすることにより発生する衝突力，剪断力
，キャビテーション，乱流，超音波などにより一次エマルジョン中に含まれる油剤のエマ
ルジョン粒子を粉砕し、均一かつ微細なエマルジョン粒子を形成させることを目的とした
装置である。具体的には、超高圧ガウリン型ホモジナイザー（ゴーリン社），高圧ホモゲ
ナイザー（（株）イズミフードマシナリー），高圧ホモジナイザー（Ｒａｎｎｉｅ製），
マイクロフルイダイザー（Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｃｓ製），ナノマイザー（ナノマイザ
ー（株））が例示される。
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【０１０８】
本発明に係る化粧料製造用組成物を用いて化粧料、特には水中油型エマルジョン化粧料を
製造するには、まず、成分（ａ）～成分（ｃ）、成分（ａ）～成分（ｄ）、または成分（
ａ）～成分（ｅ）を任意の攪拌機や混合機で均一に混合して化粧料製造用組成物を調製し
ておく。室温で水または任意成分を含有する水を任意の攪拌機や混合機を用いて５００～
５０００ｒｐｍ程度の回転速度で攪拌しつつ、前記化粧料製造用組成物を徐々に注入し、
注入終了後さらに撹拌、混合するとよい。化粧料製造用組成物と混合する水の質量比は任
意であるが、０．０５／０．９５～０．５０／０．５０であることが、得られる水中油型
エマルジョン化粧料の経日安定性の点から有利である。
【０１０９】
本発明に係る化粧料製造用組成物を用いて、化粧料、特には平均粒子径が０．５μｍ未満
の水中油型エマルジョン化粧料を製造する場合、前記の成分（ａ）～成分（ｃ）、成分（
ａ）～成分（ｄ）、または成分（ａ）～成分（ｅ）を任意の攪拌・混合機で混合して化粧
料製造用組成物を調製し、室温で水相を任意の攪拌・混合機を用いて１００～５，０００
ｒｐｍ程度の回転速度で攪拌しておき、本発明に係る化粧料製造用組成物を徐注入するこ
とにより、容易に水中油型エマルジョン化粧料を調製することができる。かかる方法で調
製される化粧料、特には平均粒子径が０．５μｍ未満の水中油型エマルジョン化粧料は半
透明から白濁の外観を呈し、経日安定性にも優れるという利点を有する。該化粧料製造用
組成物と混合する水の質量比は任意であるが、０．０１／０．９９～０．５０／０．５０
であることが、得られる水中油型エマルジョン化粧料の経日安定性の点から有利である。
なお、製造スケールが少ない場合には、例えば化粧水や美容液のような水中油型エマルジ
ョン化粧料を得るために、容器に水を注ぎ、へら等を用いて人力で攪拌・混合操作をしな
がら、該化粧料製造用組成物を徐注入することにより、所望の水中油型エマルジョン化粧
料を得ることができる。これらの化粧料は、通常、安定な該水中油型エマルジョン化粧料
を製造する場合に必須となる乳化の諸条件を詳細に検討することがほぼ不要でありながら
、その経日安定性および使用感に優れるものである。
【０１１０】
本発明に係る化粧料および本発明に係る化粧料製造用組成物を用いて製造された含水化粧
料は、その経日安定性および外観の均一性、使用感に優れるという利点がある。
本発明に係る含水化粧料は、本発明に係る化粧料製造用組成物と水（ただし、乳化しない
程度の量の水）を混合することにより容易に製造することができる。そのための攪拌装置
、混合装置として、パドル翼付攪拌機，プロペラ攪拌器，ヘンシェル型攪拌機，ＴＫホモ
ミクサー（特殊機化工業（株）），ＴＫホモディスパー（特殊機化工業（株））が例示さ
れる。
【０１１１】
本発明に係る化粧料を収納する容器は、特に限定されるものではなく、ジャー、ポンプ、
チューブ、ボトル、圧力缶吐出容器、耐圧エアゾール容器、遮光容器、コンパクト容器、
金皿、スティック容器、繰り出し容器、噴霧容器、混合液吐出口を備えた仕切り付き容器
が例示される。水中油型エマルジョン化粧料である場合は、ジャー、ポンプ、ボトル、噴
霧容器が例示される。
特に、成分（ｃ）が疎水性シリコーンオイルであるか、疎水性シリコーンオイルを含む場
合、疎水性シリコーンオイルからなる油相の分離が起きやすい傾向にあるため、透明な容
器に充填すると、分離が目立ち、外観に劣る製品になりやすいという問題がある。ところ
が、本発明に係る化粧料製造用組成物を用いて製造された水中油型エマルジョン化粧料、
含水化粧料はその経日安定性に優れるため、かかる透明容器に充填されても安定に保管す
ることができ、外観に優れた製品として店頭販売することが可能であるという利点がある
。
【実施例】
【０１１２】
以下、実施例と比較例によって本発明を詳細に説明するが、本発明はこれらにより限定さ
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サン共重合体およびジメチルポリシロキサンは平衡化重合方法により製造したものである
。合成例、実施例および比較例で用いた試験方法は次のとおりである。
【０１１３】
［ポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサン溶液の粘度］
合成例１～合成例７により得られたポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンの
ジプロピレングリコールによる５０質量％希釈溶液の粘度は、回転粘度計（ローターＮｏ
．３）を用い、温度２５℃で測定した。
【０１１４】
［化粧料製造用組成物の外観］
化粧料製造用組成物の外観を肉眼観察した。その際の評価基準は以下のとおりである。
【表１】

【０１１５】
［水中油型エマルジョン化粧料の経日安定性試験］
水中油型エマルジョン化粧料を、室温および４０℃の恒温槽中に静置し、調製直後および
1ヶ月後の水中油型エマルジョン化粧料の外観を肉眼で観察した。その際の評価基準は以
下のとおりである。

【表２】

【０１１６】
［水中油型エマルジョン化粧料のエマルジョン粒子の平均粒子径］
水中油型エマルジョン化粧料のエマルジョン粒子の平均粒子径を、レーザー散乱式サブミ
クロン粒子分析装置（コールターエレクトロニクス社製のＣＯＵＬＴＥＲ（Ｒ） Ｎ４型
）により求めた。また、レーザー散乱式サブミクロン粒子分析装置でエマルジョン粒子の
平均粒子径が１．０μｍを超える大粒子径の水中油型エマルジョン化粧料のエマルジョン
粒子の平均粒子径は、レーザー回折式粒度分布測定器（堀場製作所製のＬＡ－５００）に
より測定したメジアン径から平均粒子径を求めた。なお、均一な水中油型エマルジョンが
調製できず、水中油型エマルジョン全体が濁った状態で粒子径自体が測定できない場合、
「濁り」と評価した。
【０１１７】
［化粧品の使用感］
化粧料のなめらかさ、べたつき、嗜好等について、女性パネラー２０名による官能試験を
行った。
【０１１８】
［合成例１］
撹拌装置と温度計付きガラスフラスコ内で、平均構造式（７）：
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【化１４】

で表されるジメチルシロキサン・メチルハイドロジェンシロキサン共重合体　１５．９重
量部と平均構造式（８）：ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）30（Ｃ３Ｈ６Ｏ）10Ｈ
で表される片末端アリルエーテル化ポリオキシアルキレン（オキシエチレンとオキシプロ
ピレンのランダムコポリマー）３４．１重量部（上記共重合体中のケイ素原子結合水素原
子と上記アリルエーテル化ポリオキシアルキレン中のアリル基のモル比は１：１．３）と
を混合し、溶媒としてイソプロピルアルコール１５重量部を加えた。更に塩化白金酸（反
応原料の合計重量に対して１５ｐｐｍになる量）を加えて８６℃で２時間攪拌した後、赤
外分光分析(IR)にてケイ素原子結合水素原子を示すピークが消失していることを確認した
。その後、ジプロピレングリコール５０重量部を加えて３０分間攪拌した後、減圧下でス
トリッピングすることにより、平均構造式（９）：
【化１５】

で表されるポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンの５０重量％溶液（粘度４
７８０ｍＰａ・ｓ。以下、シリコーン溶液Ｎｏ．1と言う）を得た。
【０１１９】
［合成例２］
撹拌装置と温度計付きガラスフラスコ内で、平均構造式（１０）：

【化１６】

で表されるジメチルシロキサン・メチルハイドロジェンシロキサン共重合体１９重量部と
合成例１で使用した片末端アリルエーテル化ポリオキシアルキレン３１重量部（上記共重
合体中のケイ素原子結合水素原子と上記アリルエーテル化ポリオキシアルキレン中のアリ
ル基のモル比は１：１．３）とを混合し、溶媒としてイソプロピルアルコール１５重量部
を加えた。更に塩化白金酸（反応原料の合計重量に対して１５ｐｐｍになる量）を加えて
８６℃で２時間攪拌した後、赤外分光分析(IR)にてケイ素原子結合水素原子を示すピーク
が消失していることを確認した。その後、ジプロピレングリコール５０重量部を加えて３
０分間攪拌した後、減圧下でストリッピングすることにより、平均構造式（１１）：
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【化１７】

で表されるポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンの５０重量％溶液（粘度２
４，０００ｍＰａ・ｓ。以下、シリコーン溶液Ｎｏ．２と言う）を得た。
【０１２０】
［合成例３］
撹拌装置と温度計付きガラスフラスコ内で、平均構造式（１２）：
【化１８】

で表されるジメチルシロキサン・メチルハイドロジェンシロキサン共重合体２７．２重量
部と一般式（１３）：ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）19（Ｃ３Ｈ６Ｏ）19Ｈ
で表される片末端アリルエーテル化ポリオキシアルキレン（オキシエチレンとオキシプロ
ピレンのランダムコポリマー）２２．８重量部（上記共重合体中のケイ素原子結合水素原
子と上記アリルエーテル化ポリオキシアルキレン中のアリル基のモル比は１：１．３）と
を混合し、溶媒としてイソプロピルアルコール１５重量部を加えた。更に塩化白金酸（反
応原料の合計重量に対して１５ｐｐｍになる量）を加えて反応温度８６℃で２時間攪拌し
た後、赤外分光分析（ＩＲ）にてケイ素原子結合水素原子を示すピークが消失しているこ
とを確認した。その後、ジプロピレングリコール５０重量部を加えて３０分間攪拌した後
、減圧下でストリッピングすることにより、平均構造式（１４）：

【化１９】

で表されるポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンの５０重量％溶液（粘度３
０，０００ｍＰａ・ｓ。以下、シリコーン溶液Ｎｏ．３と言う）を得た。
【０１２１】
［合成例４］
撹拌装置と温度計付きガラスフラスコ内で、平均構造式（１５）：
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【化２０】

で表されるジメチルポリシロキサン２９．９重量部と合成例１で使用した片末端アリルエ
ーテル化ポリオキシアルキレン２０．１重量部（上記共重合体中のケイ素原子結合水素原
子と上記アリルエーテル化ポリオキシアルキレン中のアリル基のモル比は１：１．３）と
を混合し、溶媒としてイソプロピルアルコール１５重量部を加えた。更に塩化白金酸（反
応原料の合計重量に対して１５ｐｐｍになる量）を加えて８６℃で２時間攪拌した後、赤
外分光分析（ＩＲ）にてケイ素原子結合水素原子を示すピークが消失していることを確認
した。その後、ジプロピレングリコール５０重量部を加えて３０分間攪拌した後、減圧下
でストリッピングすることにより、平均構造式（１６）：
【化２１】

で表されるポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンの５０重量％溶液（粘度３
０，０００ｍＰａ・ｓ、以下、シリコーン溶液Ｎｏ．４と言う）を得た。
【０１２２】
［合成例５］
合成例１において、ジプロピレングリコールを加えずに減圧下でストリッピングした後、
エタノール５０重量部を加えて３０分間攪拌することにより、平均構造式（１７）：

【化２２】

で表されるポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンの５０重量％溶液（粘度８
００ｍＰａ・ｓ。以下、シリコーン溶液Ｎｏ．５と言う）を得た。
【０１２３】
［合成例６］
撹拌装置と温度計付きガラスフラスコ内で、平均構造式（１８）：
【化２３】

で表されるジメチルシロキサン・メチルハイドロジェンシロキサン共重合体３５．１重量
部と合成例３で使用した片末端アリルエーテル化ポリオキシアルキレン１４．９重量部（
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上記共重合体中のケイ素原子結合水素原子と上記アリルエーテル化ポリオキシアルキレン
中のアリル基のモル比は１：１．３）とを混合し、溶媒としてイソプロピルアルコール１
５重量部を加えた。更に塩化白金酸（反応原料の合計重量に対して１５ｐｐｍになる量）
を加えて８６℃で２時間攪拌した後、赤外分光分析（ＩＲ）にてケイ素原子結合水素原子
を示すピークが消失していることを確認した。その後、ジプロピレングリコール５０重量
部を加えて３０分間攪拌した後、減圧下でストリッピングすることにより、平均構造式（
１９）：
【化２４】

で表されるポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンの５０重量％溶液（粘度１
００，０００ｍＰａ・ｓ。以下、シリコーン溶液Ｎｏ．６と言う）を得た。
【０１２４】
［合成例７］
撹拌装置と温度計付きガラスフラスコ内で、平均構造式（２０）：
【化２５】

で表されるジメチルシロキサン・メチルハイドロジェンシロキサン共重合体１０．４重量
部と合成例１で使用した片末端アリルエーテル化ポリオキシアルキレン３９．６重量部（
上記共重合体中のケイ素原子結合水素原子と上記アリルエーテル化ポリオキシアルキレン
中のアリル基のモル比は１：１．３）とを混合し、溶媒としてイソプロピルアルコール３
０重量部を加えた。更に塩化白金酸（反応原料の合計重量に対して１５ｐｐｍになる量）
を加えて反応温度８６℃で２時間攪拌した後、赤外分光分析（ＩＲ）にてケイ素原子結合
水素原子を示すピークが消失していることを確認した。その後、ジプロピレングリコール
５０重量部を加えて３０分間攪拌した後、減圧下でストリッピングすることにより、平均
構造式（２１）：

【化２６】

で表されるポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサンの５０重量％溶液（粘度５
００ｍＰａ・ｓ。以下、シリコーン溶液Ｎｏ．７と言う）を得た。
【０１２５】
さらに、比較例用として、下記平均構造式で表されるジメチルポリシロキサン（粘度５０
０ｍＰａ・ｓ）（以下、シリコーンＮｏ．８と言う）を用意した。
平均構造式（２２）：
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【０１２６】
前記のシリコーン溶液Ｎｏ．１～Ｎｏ．７中のポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシ
ロキサンとシリコーンＮｏ．８の各平均構造式におけるｍ，ｎ，ａ，ｂの値を表３に示し
た。
【表３】

【０１２７】
［実施例１～実施例２０、比較例１～比較例５］
ビーカー中で、表５および表６に記載の各成分をスリーワンモーター（ヤマト科学製、MO
DEL LR500B）を用いて回転数３００ｒｐｍで均一に混合することにより、化粧料製造用組
成物１～化粧料製造用組成物２５を調製した。表５および表６中、シリコーン溶液Ｎｏ．
欄の２段に記載された数字は、前記の合成例等に記載されたシリコーン溶液Ｎｏ．１～Ｎ
ｏ．７とシリコーンＮｏ．８を配合したことを表す。表５および表６中、「部」は重量部
を表す。また、表５および表６中の成分(b)、ポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシ
ロキサン１、ジメチルポリシロキサン２およびメチルフェニルポリシロキサン３は以下の
とおりである。
【０１２８】
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ポリオキシアルキレン変性ジメチルポリシロキサン１；下記平均構造式で表されるポリオ
キシアルキレン変性ジメチルポリシロキサン（動粘度１,７００ｍｍ２/ｓ）
平均構造式（２３）：
【化２８】

ジメチルポリシロキサン２；ＳＨ２００Ｃ－６ｃｓ（東レ・ダウコーニング製の両末端ト
リメチルシロキシ基封鎖ジメチルポリシロキサン、動粘度６ｍｍ２/ｓ）
メチルフェニルポリシロキサン３；ＳＨ５５６（東レ・ダウコーニング製フェニルトリメ
チコン、動粘度２０ｍｍ２/ｓ）
PEG-12ジメチコンスルホコハク酸２Ｎａ４；ポリオキシエチレン（１２）変性ジメチルポ
リシロキサンのスルホコハク酸エステル二ナトリウム塩
【０１２９】
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【表５】

【０１３０】

【表６】

【０１３１】
［実施例２１～実施例４０、比較例６～比較例１０］
以下の方法により、化粧料製造用組成物１～２０、化粧料製造用組成物２１～２５を用い
て水中油型エマルジョンを調製した。次いで、前記の方法により経日安定性試験を行い、
各水中油型エマルジョンの安定性を評価した。また、前記の方法で該水中油型エマルジョ
ンのエマルジョン粒子の平均粒子径を測定した。得られた測定・評価結果を表７と表８に
示した。
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イオン交換水９０重量部をビーカーにとり、スリーワンモーター（ヤマト科学製、MODEL 
LR500B）により５００ｒｐｍで攪拌しながら、化粧料製造用組成物１０重量部を徐々に注
入することにより、水中油型エマルジョンを調製した。
【０１３２】
【表７】

【表８】

【０１３３】
［実施例４１～実施例４３、比較例１１～比較例１３］
以下の方法により、化粧料製造用組成物２～化粧料製造用組成物４、化粧料製造用組成物
２１，化粧料製造用組成物２４，化粧料製造用組成物２５を用いて水中油型エマルジョン
化粧料を調製した。次いで、前記の方法により経日安定性試験を行い、各水中油型エマル
ジョン化粧料の安定性を評価した。また、前記の方法で該水中油型エマルジョン化粧料の
エマルジョン粒子の平均粒子径を測定した。得られた測定・評価結果を表７に示した。
［水中油型エマルジョン化粧料の調製２］
イオン交換水９０重量部をビーカーにとり、スリーワンモーター（ヤマト科学製、MODEL 
LR500B）により５００ｒｐｍで攪拌しながら、化粧料製造用組成物９．９重量部および流
動パラフィン０．１重量部を徐々に注入することにより、水中油型エマルジョン化粧料を
調製した。
【０１３４】
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【表９】

【０１３５】
表７、表８および表９から分かるように、本発明の実施例の化粧料製造用組成物１～化粧
料製造用組成物２０を用いた場合には、経日安定性に優れる水中油型エマルジョンを得る
ことができた（実施例２１～実施例４３）。特に、化粧料製造用組成物の分散媒としてエ
タノール等の成分（ｄ）を用いた場合（実施例２～実施例２０）、平均粒子径が２００ｎ
ｍ以下であり、経日安定性も良好な水中油型エマルジョンが得られた。一方、化粧料製造
用組成物２１～化粧料製造用組成物２５を用いると、濁りがひどく、均一な水中油型エマ
ルジョンを調製できない場合があり、製造直後は水中油型エマルジョンを調製できた場合
であっても経時的に油分離してしまい、安定性が悪い結果となった（比較例６～比較例１
３）。
【０１３６】
以下、前記の化粧料製造用組成物と化粧品原料を用いて化粧料を調製し、化粧料の使用感
を前記の方法により評価した。また、水中油型エマルジョンのエマルジョン粒子の平均粒
子径を前記の方法により測定した。
【０１３７】
［実施例４４］白濁化粧水
（成分）　　　　　　　　　　　　（重量％）
１．化粧料製造用組成物２　　　　　６．９
２．エタノール　　　　　　　　　　２．０
３．リン酸１水素２ナトリウム　　　０．０１
４．リン酸２水素１ナトリウム　　　０．０２
５．パラベン　　　　　　　　　　　０．２
６．精製水　　　　　　　　　　　　残量
（製造方法）
Ａ．成分１，成分２，成分５を混合する。
Ｂ．成分３，成分４を成分６に溶解させる。
Ｃ．Ｂを５００ｒｐｍで攪拌しながら、Ａを徐々に加え、エマルジョン粒子の平均粒子径
が５８ｎｍの白濁化粧水を得た。
この白濁化粧水の使用感を評価したところ、さらさらとした感触でありながら、しっとり
感が持続するという好結果であった。
【０１３８】
［実施例４５］保湿美容液
（成分）　　　　　　　　　　　　（重量％）
１．化粧料製造用組成物２　　　　　６．９
２．グリセリン　　　　　　　　　１０．０
３．メチルイソチアゾリノン　　　　０．０５
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４．精製水　　　　　　　　　　　　残量
５．シロキクラゲ多糖類　　　　　　０．３
６．精製水　　　　　　　　　　　２９．７
（製造方法）
Ａ．成分２，成分３，成分４を混合する。
Ｂ．成分５を成分６に加え、加熱溶解させる。
Ｃ．Ａを５００ｒｐｍで攪拌しながら、成分１を徐々に加える。
Ｄ．ＣにＢを加えて混合し、エマルジョン粒子の平均粒子径が６４ｎｍの保湿美容液を得
た。
この保湿美容液の使用感を評価したところ、するするとのびて、水々しい使用感であった
。
【０１３９】
[実施例４６]　ふきとり美容液
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重量％）
１．化粧料製造用組成物２　　　　　　　　　　　　２０．７
２．ＰＥＧ３ココアミド　　　　　　　　　　　　　　０．２
３．ＰＥＧ６ココアミド　　　　　　　　　　　　　　０．５
４．エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
５．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
６．カルノシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
７．ポリオキシプロピレンメチルグルコシド　　　　　０．４
８．カルボキシビニルポリマー（０．２％水溶液）　１８
９．水酸化ナトリウム（１％水溶液）　　　　　　　１０
１０．クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
（製造方法）
Ａ．成分１～成分４を混合する。
Ｂ．成分６を成分５に溶解させる。
Ｃ．Ｂを５００ｒｐｍで攪拌しながら、Ａを徐々に加える。
Ｄ．Ｃに成分７、成分８、成分９、成分１０の順序に加えて混合し、外観が半透明なふき
とり美容液（水中油型エマルジョン）を得た。
各パネラーが洗顔後に、このふきとり美容液の使用感を評価したところ、洗顔フォームで
落としきれていない汚れが取れ、さらさらとした感触であった。
【０１４０】
[実施例４７]　 含水ゲル状パック（ふきとりタイプ）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重量％）
１．化粧料製造用組成物２（実施例２）　　　　　　　６．９
２．ジメチルポリシロキサン５　　　　　　　　　　１０
３．カルボキシビニルポリマー（０．２％水溶液）　２２
４．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
５．水酸化ナトリウム（１％水溶液）　　　　　　　１２
６．ポリオキシプロピレングルコシド　　　　　　　　５
７．１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　７
８．エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
９．グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１０．メチルイソチアゾリノン　　　　　　　　　　　０．０５
ジメチルポリシロキサン５；ＳＨ２００－１００ｃｓ（東レ・ダウコーニング製）　　　
　　　　
（製造方法）
Ａ．成分１，成分２を混合する。
Ｂ．成分３を成分４に溶解させる。
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Ｄ．Ｃに成分５を加えて混合し、さらに成分６～成分１０を混合し、外観が半透明な含水
ゲル状パックを得た。
この含水ゲル状パックの使用感を評価したところ、しっとりしているのに、べたつかず、
好感触であった。
【０１４１】
[実施例４８]　ゲル状殺菌洗浄剤
（成分）　　　　　　　　　　　　　（重量％）
１．化粧料製造用組成物２　　　　　　６．９
２．塩化ベンザルコニウム　　　　　　０．３
３．エタノール　　　　　　　　　　７０
４．カルボキシビニルポリマー　　　　０．５
５．グリセリン　　　　　　　　　　　２．０
６．精製水　　　　　　　　　　　　　残量
（製造方法）
Ａ．成分１～成分３を混合する。
Ｂ．成分４を成分６に加えて、加熱溶解した。
Ｃ．ＢにＡを加えて攪拌し、さらに成分５を加えて混合し、半透明な含水ゲル状殺菌剤を
得た。 
この含水ゲル状殺菌剤の使用感を評価したところ、つっぱらずに、さらさらとしており、
好感触であった。
【産業上の利用可能性】
【０１４２】
本発明に係る化粧料製造用組成物は、化粧料、特には経日安定性が優れた水中油型エマル
ジョン化粧料、含水化粧料の製造に有用である。
本発明に係る化粧料は、ヒトの皮膚の手入れ、保護、美化や、毛髪の保護、美化に有用で
ある。
本発明に係る含水化粧料の製造方法は、含水化粧料を簡便に製造するのに有用である。



(45) JP 5667332 B2 2015.2.12

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  音　智子
            東京都中央区日本橋本町三丁目５番１１号　株式会社マツモト交商内

    審査官  小出　直也

(56)参考文献  特開平０７－２９１８２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－１７５９３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００４／００６８７１（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開平０７－２１５８１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－０９２０３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－２８６７１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－２２７３３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０３１０４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－３１３８０８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　８／００－８／９９
              Ａ６１Ｑ　１／００－９０／００
              Ｂ０１Ｊ　１３／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

